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論文要旨

　

題目：デジタルサイネージでの多言語同時表示レイアウトの視認性と可読性の評価

下田宏研究室，久留島隆史

要旨：

近年、国際観光客は増加傾向にある。観光を通じて他国の文化や自然を体験するこ

とは、国民間や国家間の友好関係の構築の一助となる。エネルギー資源の乏しい日本

にとって、エネルギーの安定供給のための国際協力体制は必要不可欠である。よって、

国際協力の強化のためには、充実した観光体験の提供も重要であると考えられる。

日本の観光業における課題には、多言語での情報提示の不足が挙げられる。その対

策のひとつとして、近年普及が進むデジタルサイネージを用いた多言語対応がある。現

在、多言語に対応しているデジタルサイネージのコンテンツは、言語ごとに画面を切

り替える「言語切替表示」であることが多い。この場合、ユーザは自分が理解できる言

語が表示されるまで待つ必要があり不便である。そこで本研究は、1つの画面に複数の

言語で同じ情報を提示する「多言語同時表示」に着目する。多言語同時表示は画面内

に文字が多くなるため、コンテンツが見づらくならないような制作指針が必要である。

本研究では、デジタルサイネージでの多言語同時表示におけるコンテンツの制作指

針の策定を目的とした。コンテンツの見やすさを視認性と可読性の 2つの観点から評

価し、どのようなレイアウトにすればコンテンツが見やすくなるかを検討した。視認

性の評価では、直交表を用いてレイアウト因子を複数採用しながら実験対象のコンテ

ンツの数を減らし、Thurstoneの一対比較法を用いることで簡単に評価できるようにし

た。評価の結果から、画像・本文および余白は過剰に大きくしたり小さくしたりせず

適切に配置することで、見やすい印象を与えられることが示唆された。また、日本語

を母語とする者と中国語を母語とする者を対象に評価を実施したところ、よく似た結

果が得られた。可読性の評価では、本文を読んでカテゴリを分類する「カテゴリ識別

課題」を提案し、これを用いた実験を実施した。その結果、字間や行間を単一言語で

の表示において読みやすいとされる字間や行間に設定すると、多言語同時表示におい

ても読みやすくなることが確認された。また、言語の配置については、言語と言語の

間に余白や境界線を設けると、コンテンツが読みやすくなることが示唆された。

今後の課題として、多言語同時表示が言語切替表示よりも有効となる状況の明確化

や、多言語同時表示を見ているユーザの視点の追跡などのさらなる調査が必要である。
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第 1 章 序論

近年のグローバル化により、経済や情報など、あらゆるものの流れがより活発になっ

ている。人の動きも例外ではなく、その活発化は国際観光客の増加という形で表れてい

る。国際観光客の増加は国と国との結びつきを強める好機である。とくにエネルギー

資源の乏しい日本にとって、エネルギーの安定供給のために国際協力の体制を整える

ことは必要不可欠である。オリンピックをはじめとする国際的な行事で日本を訪れる

外国人をもてなすことも、国家間の友好関係の構築という観点では非常に重要である。

しかし、日本には日本語のみでの情報提示が少なからず存在し、外国人観光客にとっ

て快適な観光の障壁となっている。現在では複数の外国語での説明も併記している看

板も多くなりつつあるが、看板は内容の更新が容易ではなく、災害情報やイベントの

案内など最新の情報を伝えることには適さない。そこで本研究では、情報の更新が容

易であり、情報インフラのひとつとして近年設置が進められているデジタルサイネー

ジに着目する。一般的なデジタルサイネージの多言語対応は、言語ごとに画面を切り

替えることが多い。しかしこの場合、利用者は自分が理解できる言語が表示されるま

で待つ必要がある。これも踏まえ、本研究では 1つの画面に複数の言語で同じ情報を

提示する多言語同時表示に焦点を置く。しかし、多言語同時表示に関する研究例や実

践例は少なく、多言語同時表示コンテンツの見やすさを評価する手法や表示されるコ

ンテンツを見やすくするための制作指針が必要である。

以上を踏まえ本研究は、デジタルサイネージでの多言語同時表示におけるコンテン

ツを見やすくするための制作指針の策定を目的とした。多言語同時表示コンテンツの

見やすさを視認性と可読性の 2つの観点から評価し、どのようなレイアウトにすれば

コンテンツが見やすくなるかを検討した。

本論文は序章を含めて全 5章で構成される。第 2章ではデジタルサイネージの多言

語対応に関する背景について述べ、多言語対応やコンテンツの視認性・可読性に関す

る既往研究の紹介および現在の課題の提示をしたうえで、本研究の目的を述べる。第 3

章では、多言語同時表示コンテンツにおける視認性について述べ、実施した視認性評

価実験について述べる。第 4章では、多言語同時表示コンテンツにおける可読性につ

いて述べ、実施した可読性評価実験について述べる。第 5章では本研究を総括し、結

論および今後の課題について述べる。
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第 2 章 研究の背景と目的

本章では、まず研究の背景について述べる。その後、主に観光客を対象とする多言

語対応コンテンツやその視認性と可読性に関する関連研究とその課題を述べ、最後に

本研究の目的を述べる。

2.1 研究の背景

近年、国外を旅行する観光客は増加傾向にある。国連世界観光機関 (UNWTO)のツー

リズム・ハイライト [2]によると、2017年の全世界における国際観光客到着数は 13億

2,600万人と過去最多を記録している。観光を通じて他国の文化や自然を体験すること

は、異文化理解や国際交流などにつながるため、国民間や国家間の友好関係の構築の

一助となる。したがって、国際的なつながりの重要性が高まりつつある現代において、

充実した観光体験の提供はますます重要な課題となっている。

日本を訪れる観光客も同様に増加傾向にある。国土交通省の観光白書 [3]によると、

2018年の訪日観光客は過去最多の 3,119万人を記録している。また、2020年には東

京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されることもあり、訪日観光

客数は今後さらに増加すると予想される。総務省は、2015年に「2020年に向けた社会

全体の ICT化アクションプラン [4]」を公表し、日本の情報通信技術 (Information and

Communication Technology; ICT)に関わるサービスやインフラの高度化計画を示した。

具体的な施策のひとつとして、これまでデジタルサイネージの機能の拡張や利用場所

の拡大が進められてきた。一般社団法人デジタルサイネージコンソーシアム [5]による

と、デジタルサイネージとは「屋外・店頭・公共空間・交通機関など、あらゆる場所で、

ディスプレイなどの電子的な表示機器を使って情報を発信するメディア」の総称であ

り、様々な場所や用途で情報の提供に利用されている。デジタルサイネージの用途の

ひとつとして、外国人観光客などを想定した多言語対応コンテンツの提供が挙げられ

る。街中で見られる多言語対応デジタルサイネージの例を図 2.1に示す。現在の多言語

対応デジタルサイネージは、言語ごとに画面表示を切り替えるものや、主要な言語を

常時表示しつつ他の言語を切り替えて表示するものが多く見られる。しかし、このよ

うな言語切替表示の場合、対応する言語の数だけ画面表示の切り替えが必要となるた
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図 2.1: 街中で見られる多言語対応デジタルサイネージ（言語切替表示）の例

め、ユーザは自身が理解できる言語が表示されるまで待つ必要がある。また、ユーザ

が理解できる言語がコンテンツに含まれていない場合でも、ユーザはコンテンツを全

て見るまでそれがわからないこともある。このように、言語切替表示はユーザにとっ

て不便な点がある。そこで本研究では、複数の言語を 1つの画面に同時に表示する「多

言語同時表示」に着目する。多言語同時表示は、言語切替表示に比べて画面の切替を

行わないため、情報を提示する時間を削減できる。ただし、画面内の文字が多くなる

ことでコンテンツが見づらくなる可能性があるため、見やすさを損なわないようにす

るための制作指針が必要である。

ここで、本研究で扱う「見やすさ」について定義する。本研究では「見やすさ」を視

認性 (legibility)と可読性 (readability)に大別する。本研究ではスライドのような情報

提示コンテンツを扱うことから、「コンテンツの構成要素（画像や文章）が認識しやす

いか」を視認性、「コンテンツ内の文字がすらすらと読めるか」を可読性と定義する。
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2.2 関連研究

2.2.1 多言語対応コンテンツに関する関連研究

インタフェースやコンテンツの多言語対応はグローバル化の進む現代において重要

な分野であり、様々な観点から研究が行われている。Alhumoudら [6]は、銀行のATM

などにおけるアラビア語と英語のインタフェースをそれぞれ観察した。その結果、英語

は画面左側に、アラビア語は画面右側に重要な要素を配置するなど言語の特徴がインタ

フェースのレイアウトなどに影響を与えていることを指摘した。Atluriら [7]は、言語

切替可能でクロスプラットフォームな火災警報制御パネルのインタフェースを開発し、

その有用性や汎用性を示した。小木ら [8]は、周囲にいるユーザのスマートフォンから

ユーザの利用する言語の情報を収集して表示言語を自動的に切り替えるデジタルサイ

ネージを開発し、ユーザが有用性を感じたことを示した。また、多言語対応のWebサ

イトの可読性に関する研究は多数あり、可読性を向上させるには翻訳するだけではなく

言語に応じてデザインを変更することも必要であることが報告されている [9, 10]。他に

も、多言語対応に関する研究には言語景観 (Linguistic Landscape)という分野があり、

看板などの表示における言語の利用状況のフィールド調査や統計的分析が各地で行わ

れている [11, 12, 13]。このように、多言語対応のコンテンツに関する研究は多数あるもの

の、ユーザに合わせた言語の切り替えに焦点を当てた研究や多言語表示の現状を調査

する研究が多く、多言語同時表示コンテンツの視認性や可読性に着目した研究はまだ

行われていない。また、これまでに述べた研究をはじめとして言語切替表示は改善が

進められているが、ユーザの理解できる言語が表示されるまで待たなければならない

という言語切替表示の欠点は依然として残っている。この欠点は、利用する言語が異

なる複数の人が同時に見ることが想定されるコンテンツ（とくに電車の運休情報など

迅速な伝達を要求されるコンテンツ）においてはとくに重大な問題となるため、多言

語同時表示コンテンツに着目した研究は必要不可欠である。

また、日本国内の多言語対応に関しては、すでにいくつかのガイドラインが作られ

ている。観光庁 [14]は、名称の表示や標識には英語を併記することを基本とし、他の言

語は「施設特性や地域特性から英語以外の表記が必要な施設」において「視認性や美観

に問題がない限り、表記を行うことが望ましい」としている。「2020年オリンピック・

パラリンピック大会に向けた多言語対応協議会小売プロジェクトチーム [15]」は、小売

店での多言語対応は日本語・英語・ピクトグラムでの対応を基本とし、その次に重要

度の高い中国語・韓国語に関しては価格の税込・税抜表示など一部の重要な局面で追
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加対応するよう定めている。一方で、東京都歴史文化財団 [16]は「複雑な説明こそ丁寧

な対応を」と指摘しており、「日本人でも多くの言葉を尽くさなければ伝わりにくいこ

とは、文化の異なる外国人にとってはさらに理解が難しいため、多数言語での表記が

求められます」と述べている。したがって、コンテンツの視認性や可読性を確保でき

る多言語同時表示コンテンツの制作指針は今後ますます必要となると考えられる。

2.2.2 視認性と可読性に関する関連研究

Grozdanovicら [17]は、文字と背景の色の組み合わせによる画面の視認性を調査し、

明るい背景に暗い文字の組み合わせのほうが暗い背景に明るい文字の組み合わせより

も視認性が高いと示した。Dobresら [18]は、ディスプレイに単語群が表示される際、文

字のサイズと行間をそれぞれ変えた場合において、単語を正しく認識できる表示時間

の閾値を調査し、その違いを評価した。Fuら [19]は、Webサイトの見やすさを示す 6

つの基準として「コンテンツに対する案内部分の割合」「フォントサイズの多様さ」「ア

イコンの多様さ」「背景と前景のコントラスト」「コンテンツの密度」「列の数」を提案

し、これらの基準全てがWebサイトの視認性に有意に影響を与えることを示した。梶

ら [1]は TEDのようなプレゼンテーション映像に着目し、映像に映っているプレゼン

テーション用スライドの視認性を向上させるために、図 2.2に示すスライドの元データ

を重畳する手法を開発し、評価実験を行った。

図 2.2: プレゼンテーション映像にスライドの元データを重畳する手法 [1] 　

（左）キャプチャ映像、（中央）配信映像、（右）合成映像

Dyson[20]は、可読性に関する複数の研究結果を統合して分析し、文章のレイアウト

において 1行あたりの文字数が他の要素に比べて可読性に大きな影響を与えることを

指摘した。Ghazizadehら [21]は、ドライブシミュレータを用いて自動車内に設置された

ディスプレイの可読性を評価し、文章を読むのにかかる時間は語数ではなく字数に依
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存することを示した。小林ら [22]は、日本語の電子リーダにおける文節を考慮した改行

によって可読性が向上すると仮定し、検証の結果、実際に読み速度の向上を確認した。

また、デジタルサイネージなどの大型ディスプレイにおける視認性や可読性につい

て述べた研究が存在する。Xieら [23]は、デジタルサイネージの設置場所に着目し、視

聴者がデジタルサイネージを見る角度とデジタルサイネージが視聴可能な距離の最大

値との関係を求めた。菱沼ら [24]は大型電子ペーパーにおける最適文字間隔および最適

行間隔を主観評価によって調査し、可読性の評価や地下鉄ホームでの視認性の評価を

実施した。遠藤ら [?]は、デジタルサイネージでの情報提示において、アイコン部分が

見やすさに与える影響を評価した。

このように、デジタルサイネージを含む様々な媒体における視認性や可読性に関す

る研究は幅広く進められている。ただし、関連研究は一部の要素に限定して評価を実

施するものが多く、総合的な制作指針に及ぶ研究例は少ない。また、多言語同時表示

はユーザが理解できない言語も利用不可能な情報としてコンテンツ内に同時に存在し

ているという点で特殊である。したがって、多言語同時表示における視認性や可読性

を調査することによって、単一言語表示とは異なる知見が得られる可能性がある。

2.3 研究の目的

本研究では多言語同時表示に着目し、その視認性や可読性についての調査を踏まえ、

多言語同時表示コンテンツの制作指針を策定することを目的とする。なお、視認性評価

では、一対比較法を用いて評価者の負担を軽減したうえで詳細な調査を実施した。可

読性評価では、「カテゴリ識別課題」を提案し、観光客がコンテンツを見る状況に即し

た調査を実施した。これらの調査から視認性と可読性を両立するコンテンツの制作指

針の策定を目指す。本研究で定める制作指針によって、日本における多言語対応コン

テンツの情報提示がより円滑になり、観光における充実した体験の提供につながるこ

とが期待できる。
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第 3 章 多言語同時表示コンテンツの視認性の

評価

本章では、多言語同時表示コンテンツにおける視認性について述べ、実施した視認

性評価実験とその結果について述べる。

3.1 評価の目的と概要

視認性評価実験の目的は、多言語同時表示コンテンツのレイアウトを構成する因子

がコンテンツの視認性に与える影響を調査することと、日本語を母語とする者と中国

語を母語とする者の視認性の評価傾向を比較することである。多言語同時表示は単一

言語表示や言語切替表示と比べると、必然的に画面内の文字が多くなり、それと同時に

視認性が低くなることが考えられる。図 3.1に示すように、文字が多いコンテンツはレ

イアウトが煩雑になりやすく、情報の受け手に煩雑な印象を与えやすい。これにより、

受け手はコンテンツを見る意欲を失い、結果として情報伝達が十分に行われなくなる。

にほんご

English

煩雑なレイアウト

見る意欲の減退

情報伝達の失敗

図 3.1: 多言語同時表示における視認性の低いレイアウトの概念図

したがって、多言語同時表示コンテンツでは煩雑な印象を与えないレイアウトを作る

ことが重要となる。また、コンテンツには文字だけでなく画像が含まれる場合もある。

その場合、画像と文字のいずれか一方を大きく設定すると他方が見づらくなる。そこ
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で、本研究では視認性の高い多言語同時表示コンテンツを「コンテンツを構成する主

な要素（今回の場合、画像と本文）がいずれも見やすい印象を受けるもの」と定義し、

レイアウトにかかわる因子をどのように設定すれば視認性が向上するかを評価する。

3.2 レイアウト因子

多言語同時表示コンテンツのレイアウトにかかわる因子（以下、レイアウト因子）は

文字や画像のサイズや配置の仕方、余白の大きさなどさまざまなものが考えられる。こ

の評価実験で用いるレイアウト因子と因子の変化する範囲や間隔を決定するために、レ

イアウト因子が変化したときの視認性の違いを評価する予備実験を実施した。なお、予

備実験で用いたレイアウト因子については付録Aで説明する。予備実験の結果から、視

認性に大きく影響を与える可能性のあるレイアウト因子として (i)配置、(ii)余白、(iii)

画像ブロックサイズ、(iv)言語間の余白、(v)文字揃えの 5つを選出し、これらを変化さ

せたときに生じる視認性の違いを調査した。以下の項ではこれらの因子の詳細を説明

する。なお、この実験では画像 3枚と 4か国語（日本語、英語、韓国語、中国語（繁体

字））からなる日本語で 60～100字の短い説明文で構成されるコンテンツを提示した。

日本語は国内観光客を対象に含むために選出した。英語・韓国語・中国語は、訪日観

光客数を国・地域別にみたとき中国・台湾・韓国・香港・アメリカからの観光客が約 7

割を占めている [25]ことから、訪日観光客の多くがこの 3言語のいずれかを読むことが

できると考えて選出した。この構成に関する詳細は 3.4.2項で説明する。

3.2.1 配置

「配置」は本文と画像の配置を示す因子で、水準は縦配置と横配置の 2水準とした。

縦配置の場合は画面の上側に画像が、下側に本文が配置される。横配置の場合は画面

の左側に画像が、右側に本文が配置される。画像と本文の縦配置の例を図 3.2に示す。

画
像

文
章

画像 文章

(a) 縦配置 (b) 横配置

図 3.2: 画像と本文の配置の例
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3.2.2 余白

「余白」は画像と本文の間および画面端に設ける余白の大きさを示す因子である。水

準は画面に対して 0%、2.5%、5.0%、7.5%の 4水準とした。図 3.3に 7.5%の余白をとっ

たコンテンツの例を示す。画面端の余白が 7.5%の場合、画面の左端・右端にはそれぞれ

画面の横幅の 7.5%の長さの余白を、画面の上端・下端にはそれぞれ画面の縦幅の 7.5%

の長さの余白を設けた。さらに、横配置の場合は画面の左端・右端と同じサイズの余

白を、縦配置の場合は画面の上端・下端と同じサイズの余白を画像と本文の間に設け

た。余白の設定方法は他の水準においても同様である。

画面縦幅の7.5％

画
面
横
幅
の

7.5％

図 3.3: 7.5%の余白をとったコンテンツの例

3.2.3 画像ブロックサイズ

「画像ブロックサイズ」は画面のうち画像が占める割合を示す因子で、水準は 20%、

30%、40%、50%の 4水準とした。図 3.4に画像ブロックサイズを 50%に設定したコン

テンツの例を示す。画像ブロックサイズが 50%の場合、縦配置であれば画面の縦幅の

50%を画像の縦幅に、横配置であれば画面の横幅の 50%を画像の横幅に設定し、水準

ごとに画像のサイズを変化させた。ただし、拡大縮小によって画像が 3.2.2項で述べた

余白部分にはみ出る場合、画像がはみ出ないように画像の上下または左右をトリミン

グして調整した。また、QRコードや地図などのトリミングできない画像は画像全体が

映る大きさに縮小し、他の画像と画像サイズが一致するように背景色を追加した。
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画面横幅の50％

図 3.4: 画像ブロックサイズ 50%のコンテンツの例

3.2.4 言語間の余白

「言語間の余白」は言語と言語の間に設ける余白を示す因子で、水準は 0%、50%、

100%、150%の 4水準とした。図 3.5に言語間の余白を 100%に設定したコンテンツの

例を示す。言語間の余白が 100%の場合、言語と言語の間に文字の高さの 100%の余白

を設けた。0%の場合は言語と言語の間に余白は設けず、1つの言語のなかで行う改行

と同様の改行のみを行った。また、本文のフォントサイズは、余白部分や画像ブロッ

クに文字がはみ出ない範囲で最大のサイズに設定した。なお、日本語と英語のフォン

トは源真ゴシック Pを、中国語のフォントは Noto Sans CJKを韓国語のフォントは

Malgun Gothic使用した。

言
語
間
の
余
白
が

文
字
の
高
さ
の

％
100

図 3.5: 言語間の余白 100%のコンテンツの例
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3.2.5 文字揃え

「文字揃え」は本文の文字揃えを決める因子で、水準は中央揃えと左揃えの 2水準と

した。図 3.6に本文が中央揃えとなっているコンテンツの例を示す。なお、中央揃えと

左揃えで改行位置は変更しない。

中央揃え 左揃え

図 3.6: 本文の文字揃えの例

3.3 評価実験の方針

本節では視認性を評価するにあたり定めた方針について説明する。

3.3.1 実験計画法

3.2節で述べたレイアウト因子の組み合わせは計 256(= 2× 4× 4× 4× 2)通りあり、

全ての組み合わせの視認性を評価するためには少なくとも 256回の評価が必要になり、

評価者の負担を考えると評価は困難である。そこで、因子間の交互作用が小さいという

前提のもと、直交表 [26]を用いて評価する組み合わせ数を削減した。直交表とは、任意

の 2因子において、考えられる水準の組み合わせが同数回ずつ現れる表のことである。

実験に用いる対象を直交表を使って選出することで、対象の数を削減することができ

る。ある因子の主効果を調べるときは、その因子の水準ごとに対象をグループで分け

て一元配置分散分析を行う。このようにして主効果が調べられるのは、各グループ内

に他の因子の各水準が同数回ずつ現れて互いの効果が打ち消されるためである。表 3.1

に例として L16(2
15)直交表を示す。2水準 15因子の場合、本来なら 32768(= 215)通り

の組み合わせが発生するが、L16(2
15)直交表を用いることで実験対象を 16通りに削減

できる。また、4つの水準をもつ因子は 2つの列を用いて表現できる。
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表 3.1: L16(2
15)直交表

Column

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

3 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1

4 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0

5 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1

6 0 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0

7 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0

8 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1

9 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1

10 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0

11 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0

12 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1

13 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0

14 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1

15 1 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1

16 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0
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3.3.2 Thurstoneの一対比較法

3.3.1項で述べた実験計画法を用いると、この実験に用いるレイアウト因子の組み合

わせは 16種類に削減できる。ところが、16種類のコンテンツの視認性を比較すること

も容易ではない。主観評価の方法には、全ての比較対象に順位や点数をつける方法な

どが考えられる。しかし、順位による評価は順位間の差の度合いがわからず定量的な

分析に不向きであり、点数による評価は多数の対象を比較しながら点数をつける必要

があるため評価者に大きな負担がかかってしまう。そこで、詳細な分析を実施を可能

としながらも、評価者の負担を軽減するために、この実験では Thurstoneの一対比較

法 [27]を利用する。Thurstoneの一対比較法とは、評価者が 2つの比較対象のうちどち

らがより優れているかや好みであるかなどを選択する方法である。複数の評価者によ

る評価結果を解析することで、各比較対象の相対的な優劣を示す尺度値を得ることが

できる。なお、尺度値の計算方法については付録Bに示す。また、この方法は提示さ

れている 2つの比較対象を二者択一で評価するという単純なものであるため、評価者

の負担を少なくすることができる。

3.4 実験の方法

本節では、実施した多言語同時表示コンテンツの視認性評価実験の詳細について述

べる。

3.4.1 参加者

本実験では母語の異なる参加者間で評価傾向に違いが出るかを調査するために、実

験参加者は日本語を母語とする者と中国語を母語とする者（以下、日本語ユーザと中

国語ユーザ）とした。この 2言語を選んだのは、互いに文字が似ていることから、視認

性のより高いコンテンツが求められると考えたためである。また、評価ではコンテン

ツを見る必要があるため、実験参加者は裸眼もしくは矯正で正常な視力を持つ者とし

た。以上の条件で募集した実験参加者は日本語ユーザが 25名（男性 15名・女性 10名）

で年齢は平均 21.6歳、標準偏差 1.69であった。一方、中国語ユーザは 30名（男性 15

名・女性 15名）で年齢は平均 21.2歳、標準偏差 1.43であった。
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3.4.2 提示したコンテンツ

実験では、画像 3枚と日本語で 60～100字の短い説明文で構成されるコンテンツを提

示した。画像を 3枚としたのは、主に提示したいメインの画像のほかに地図やQRコー

ドなどの補助的な画像がコンテンツ内に含まれることを想定したためである。本文を

日本語で最大 100字としたのは、これ以上文章を長くすると漢字を読むことのできる

最小限の視角（25分=0.42度 [28]）を下回るコンテンツが作られる可能性があったから

である。なお、中国語を繁体字としたのは、日本語と文字が似ている繁体中文を同じ

画面に表示することで実験参加者にとってより見やすいレイアウトが必要になると考

えたためである。ただし、文字が似ている日本語と中国語は離れた位置に配置したほ

うがよいと考え、言語の順番は日本語、英語、韓国語、中国語で固定した。なお、実験

参加者は日本語ユーザと中国語ユーザのみだったため、中国語はGoogle翻訳を用いて

翻訳した文章に中国語を母語とする者による修正を加え、英語と韓国語はGoogle翻訳

を用いて翻訳した。

また、コンテンツの内容が結果に影響することを考慮して、レイアウト因子の組み合

わせが等しい複数のコンテンツを評価するために、提示するコンテンツのテーマは (a)

観光地情報、(b)災害時案内、(c)食文化紹介の 3種類を用意した。これらのテーマは観

光客向けに設置されているデジタルサイネージを想定し、選出したものである。テー

マごとに表 3.1の L16(2
15)直交表を用いて 3.2節で述べた 5つのレイアウト因子を変更

し、表 3.2に示す 16パターンのコンテンツをそれぞれ用意した。観光地情報、災害時

案内、食文化紹介のコンテンツの例をそれぞれ図 3.7, 3.8, 3.9に示す。レイアウトの視

認性について評価するため、本文や画像はテーマごとに全て同じものとした。視認性

の評価に用いたコンテンツの一覧は付録Cに示す。
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表 3.2: 視認性評価実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え

#1 縦 0% 20% 0% 中央

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央

#3 横 2.5% 50% 0% 左

#4 横 0% 40% 50% 左

#5 横 0% 30% 150% 中央

#6 横 2.5% 20% 100% 中央

#7 縦 2.5% 40% 150% 左

#8 縦 0% 50% 100% 左

#9 縦 7.5% 30% 150% 左

#10 縦 5.0% 20% 100% 左

#11 横 5.0% 40% 150% 中央

#12 横 7.5% 50% 100% 中央

#13 横 7.5% 20% 0% 左

#14 横 5.0% 30% 50% 左

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央

図 3.7: 観光地情報のコンテンツの例 (#11)[29][30][31]
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図 3.8: 災害時案内のコンテンツの例 (#13)

図 3.9: 食文化紹介のコンテンツの例 (#8)

3.4.3 実験環境

日本語ユーザを対象とした実験は京都大学総合研究 10号館 008号室で実施した。中

国語ユーザを対象とした実験は台湾の元智大学 2号館 2624B号室で実施した。日本語
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ユーザと中国語ユーザのそれぞれを対象とした実験の様子を図 3.10, 3.11に、実験環境

のレイアウトを図 3.12と 3.13、図 3.14と 3.15に示す。実験は一度につき最大 4人が参

加し、画面とユーザとの距離は 2mとした。また、日本語ユーザを対象とした実験で使

用したディスプレイは LG 43UD79-B（42.5インチ、アスペクト比 16:9、ノングレア液

晶、画面解像度 3840px×2160px、輝度 350cd/m2、コントラスト比 1000:1）、中国語ユー

ザを対象とした実験で使用したディスプレイは SANLUX SMT-43TA1（43インチ、画

面解像度 1920×1080）とした。

図 3.10: 日本語ユーザを対象とした視認性評価実験の写真
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図 3.11: 中国語ユーザを対象とした視認性評価実験の写真

机 机

ディスプレイ ディスプレイ

机 机

人 人 人

キーボード

ついたて ついたて

0.97m

1.4m

1.2m

2.0m

人

図 3.12: 日本語ユーザを対象とした視認性評価実験の実験環境を上から見た図
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椅子黒い布

2.0m

0.7m

0.58m

1.6m

0.7m

0.1m

0.4m

キーボード

図 3.13: 日本語ユーザを対象とした視認性評価実験の実験環境を横から見た図

机 机

人 人 人

キーボード

2.0m

人

1.2m

黒カーテン

白カーテン

図 3.14: 中国語ユーザを対象とした視認性評価実験の実験環境を上から見た図
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図 3.15: 中国語ユーザを対象とした視認性評価実験の実験環境を横から見た図

3.4.4 実験手順

実験のスケジュールを表 3.3に示す。評価実験 (1)～(3)では、観光地情報、災害時案

内、食文化紹介のそれぞれを内容とした多言語同時表示コンテンツにおける視認性の

評価を実施した。順序効果を考慮して提示するコンテンツの順番は参加者ごとに変更

した。

表 3.3: 視認性評価実験のスケジュール
時間（分） 内容

10 説明とアンケート

5 練習

20 評価実験 (1)

5 休憩

20 評価実験 (2)

5 休憩

20 評価実験 (3)

10 終了手続

評価実験 (1)～(3)で実施した評価の流れを図 3.16に、提示したスライドの例を図 3.17

に示す。

左右に並んだ 2台のモニターに異なるレイアウトの多言語同時表示コンテンツをそ

れぞれ表示し、実験参加者はどちらのレイアウトが見やすいかを手元のキーボードで
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開始

未比較の組み合わせから
無作為に1組選択

未比較の組み合わせは
あるか？

比較対象のスライドを
2台のディスプレイに6.5秒表示

被験者はより見やすいスライドを
キーボードで選択

注視点を2台のディスプレイに
2秒表示

終了

NO

YES

図 3.16: 視認性評価実験の流れ

注視点(2.0秒)

コンテンツの比較(6.5秒)

1回分の評価

注視点(2.0秒)

コンテンツの比較(6.5秒)

図 3.17: 視認性評価実験の提示スライド

回答した。16種類のうち 2種類のレイアウトを総当たりで評価するため、1つの評価

実験につき 120(=16 C2)回の評価を行った。1回の評価でのコンテンツ表示時間は 6.5

秒、評価と評価の間にある注視点の表示時間は 2.0秒とした。また、2つのコンテンツ

の組を提示する順番は参加者ごとに無作為に変更した。
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3.5 結果

3つのテーマの提示順序の順序効果を考慮し、テーマごとに参加者を 3グループ（あ

るテーマを 1番目、2番目、3番目に評価したグループ）に分けて評価結果を解析した。

まず、グループごとに 16種類のコンテンツの尺度値を算出した。ただし、尺度値は相

対的な値なのでグループ間での基準を統一するために平均値が 0となるように値を補

正した。このようにして、3グループで合計 48個の尺度値が算出される。48個の尺度

値をある因子の水準ごとに群で分けて一元配置分散分析を行い、その因子の主効果を

分析した。

本節では各因子について分析結果を以下に示す。日本語ユーザと中国語ユーザを対

象にした視認性評価実験の結果として、各因子の水準の優劣をそれぞれ表 3.4(a), (b)

に示す。表では各因子内で上に書かれた水準のほうがより見やすいと評価されている。
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表 3.4: 視認性評価実験の結果（各因子の優劣） †: p<0.10, ＊: p<0.05, ＊＊: p<0.01

†

† †

†

(a) 日本語ユーザ (b) 中国語ユーザ

＊＊ ＊＊

観光地情報 災害時案内 食文化紹介

配置

余白

画像
ブロック

言語間の
余白

字揃え

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞7.5%
＞0%

　30%
＞40%
＞20%
＞50%

　100%
＞150%
＞0%
＞50%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞0%
＞7.5%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
＞50%
＞150%
＞0%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞7.5%
＞0%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
＞50%
＞150%
＞0%

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊ ＊

＊

＊＊

観光地情報 災害時案内 食文化紹介

配置

余白

画像
ブロック

言語間の
余白

字揃え

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞7.5%
＞0%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
＞150%
＞50%
＞0%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞0%
＞7.5%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　50%
＞150%
＞100%
＞0%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞0%
＞7.5%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
＞150%
＞50%
＞0%

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊＊
＊ ＊

＊
＊

†: p<0.10, ＊: p<0.05, ＊＊: p<0.01

†

† †

†

(a) 日本語ユーザ (b) 中国語ユーザ

＊＊ ＊＊

観光地情報 災害時案内 食文化紹介

配置

余白

画像
ブロック

言語間の
余白

字揃え

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞7.5%
＞0%

　30%
＞40%
＞20%
＞50%

　100%
＞150%
＞0%
＞50%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞0%
＞7.5%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
＞50%
＞150%
＞0%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞7.5%
＞0%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
＞50%
＞150%
＞0%

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊
＊

＊ ＊

＊

＊＊

観光地情報 災害時案内 食文化紹介

配置

余白

画像
ブロック

言語間の
余白

字揃え

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
＞2.5%
＞7.5%
＞0%

　30%
＞40%
＞50%
＞20%

　100%
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＞0%

　横
＞縦

　左
＞中央

　5%
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＞0%

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊＊
＊ ＊

＊
＊
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3.5.1 日本語ユーザによる評価結果

3.5.1.1 観光地情報

表3.5に、レイアウト因子の組み合わせと日本語ユーザ3グループによる観光地情報コ

ンテンツの評価結果（尺度値）を示す。配置は横配置のほうが見やすいと評価され、有意

傾向が確認された (F (1, 46) = 3.84, p = 0.06)。余白は5.0%、2.5%、7.5%、0%の順に見や

すいと評価され、有意傾向が確認された (F (3, 44) = 2.72, p = 0.06)が、Tukeyの検定に

よって水準間の有意差は確認されなかった。画像ブロックサイズに関しては 30%、40%、

20%、50%の順に見やすいと評価され、有意差が確認された (F (3, 44) = 18.35, p < 0.01)。

とくに、Tukeyの検定によって 30%と 40%が 20%と 50%に対して有意に見やすいと評

価された。言語間の余白は 100%、150%、0%、50%の順に見やすいと評価されたが、有

意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 0.28, p = 0.84)。文字揃えは左揃えのほうが見や

すいと評価され、有意傾向が確認された (F (1, 46) = 2.88, p = 0.097)。

表 3.5: 日本語ユーザを対象にした観光地情報コンテンツの評価結果
レイアウト因子 尺度値（日本語・観光地情報）

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え グループ 1 グループ 2 グループ 3

#1 縦 0% 20% 0% 中央 -1.10 -0.99 -0.64

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央 0.37 -0.13 0.23

#3 横 2.5% 50% 0% 左 0.07 0.35 0.30

#4 横 0% 40% 50% 左 -0.24 0.21 0.08

#5 横 0% 30% 150% 中央 0.26 -0.06 0.29

#6 横 2.5% 20% 100% 中央 -0.35 -0.25 -0.44

#7 縦 2.5% 40% 150% 左 0.55 0.42 0.26

#8 縦 0% 50% 100% 左 0.01 -0.25 -0.12

#9 縦 7.5% 30% 150% 左 0.17 0.38 -0.07

#10 縦 5.0% 20% 100% 左 -0.36 -0.55 -0.26

#11 横 5.0% 40% 150% 中央 0.58 0.50 0.47

#12 横 7.5% 50% 100% 中央 -0.29 -0.06 -0.12

#13 横 7.5% 20% 0% 左 -0.44 -0.25 -0.25

#14 横 5.0% 30% 50% 左 0.74 0.93 0.76

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央 0.05 -0.28 -0.14

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央 -0.02 0.05 -0.36

3.5.1.2 災害時案内

表 3.6に、レイアウト因子の組み合わせと日本語ユーザ 3グループによる災害時案

内コンテンツの評価結果（尺度値）を示す。配置は横配置のほうが見やすいと評価さ

れ、有意差が確認された (F (1, 46) = 10.39, p < 0.01)。余白は 5.0%、2.5%、0%、7.5%
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の順に見やすいと評価され、有意差が確認された (F (3, 44) = 6.45, p < 0.01)。とくに、

Tukeyの検定によって 5.0%と 2.5%が 7.5%に対して有意に見やすいと評価された。画

像ブロックサイズは 30%、40%、50%、20%の順に見やすいと評価され、有意差が確認

された (F (3, 44) = 5.49, p < 0.01)。とくに、30%が 50%と 20%に対して有意に見やす

いと評価された。言語間の余白は 100%、50%、150%、0%の順に見やすいと評価され

たが、有意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 0.17, p = 0.92)。文字揃えは左揃えのほ

うが見やすいと評価されたが、有意傾向は見られなかった (F (1, 46) = 0.61, p = 0.44)。

表 3.6: 日本語ユーザを対象にした災害時案内コンテンツの評価結果
レイアウト因子 尺度値（日本語・災害時案内）

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え グループ 1 グループ 2 グループ 3

#1 縦 0% 20% 0% 中央 -0.57 -0.44 -0.60

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央 0.34 0.77 0.42

#3 横 2.5% 50% 0% 左 0.37 0.21 0.55

#4 横 0% 40% 50% 左 0.11 -0.11 0.01

#5 横 0% 30% 150% 中央 0.64 0.64 0.49

#6 横 2.5% 20% 100% 中央 0.00 -0.17 -0.29

#7 縦 2.5% 40% 150% 左 -0.15 0.33 0.20

#8 縦 0% 50% 100% 左 -0.12 -0.19 -0.15

#9 縦 7.5% 30% 150% 左 -0.46 -0.63 -0.61

#10 縦 5.0% 20% 100% 左 -0.15 0.10 -0.20

#11 横 5.0% 40% 150% 中央 0.21 0.46 0.63

#12 横 7.5% 50% 100% 中央 -0.28 -0.43 -0.37

#13 横 7.5% 20% 0% 左 0.02 -0.58 -0.30

#14 横 5.0% 30% 50% 左 0.99 0.84 1.21

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央 -0.61 -0.35 -0.42

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央 -0.35 -0.46 -0.56

3.5.1.3 食文化紹介

表 3.7に、レイアウト因子の組み合わせと日本語ユーザ 3グループによる食文化紹介

コンテンツの評価結果（尺度値）を示す。配置は横配置のほうが見やすいと評価され、有

意差が確認された (F (1, 46) = 7.86, p < 0.01)。余白は 5.0%、2.5%、7.5%、0%の順に見

やすいと評価されたが、有意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 2.10, p = 0.11)。画像ブ

ロックサイズは 30%、40%、50%、20%の順に見やすいと評価され、有意差が確認された

(F (3, 44) = 10.81, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって 30%と 40%が 50%と 20%

に対して有意に見やすいと評価された。言語間の余白は 100%、50%、150%、0%の順に

見やすいと評価されたが、有意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 0.17, p = 0.92)。文字
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揃えは左揃えのほうが見やすいと評価され、有意差が確認された (F (1, 46) = 4.27, p =

0.044)。

表 3.7: 日本語ユーザを対象にした食文化紹介コンテンツの評価結果
レイアウト因子 尺度値（日本語・食文化紹介）

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え グループ 1 グループ 2 グループ 3

#1 縦 0% 20% 0% 中央 -0.76 -0.48 -1.10

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央 -0.12 0.30 0.04

#3 横 2.5% 50% 0% 左 0.15 0.11 -0.11

#4 横 0% 40% 50% 左 0.20 0.12 0.25

#5 横 0% 30% 150% 中央 0.36 0.14 0.25

#6 横 2.5% 20% 100% 中央 -0.02 -0.08 -0.39

#7 縦 2.5% 40% 150% 左 0.23 -0.08 0.54

#8 縦 0% 50% 100% 左 -0.46 -0.18 -0.00

#9 縦 7.5% 30% 150% 左 0.00 -0.05 0.24

#10 縦 5.0% 20% 100% 左 -0.00 -0.23 -0.00

#11 横 5.0% 40% 150% 中央 0.48 0.46 0.55

#12 横 7.5% 50% 100% 中央 -0.27 -0.31 -0.37

#13 横 7.5% 20% 0% 左 0.03 0.17 -0.40

#14 横 5.0% 30% 50% 左 0.76 0.39 0.90

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央 -0.43 -0.22 -0.37

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央 -0.17 -0.06 -0.03

3.5.2 中国語ユーザによる評価結果

3.5.2.1 観光地情報

表3.5に、レイアウト因子の組み合わせと中国語ユーザ3グループによる観光地情報コ

ンテンツの評価結果（尺度値）を示す。配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有

意傾向は確認されなかった (F (1, 46) = 1.13, p = 0.29)。余白は5.0%、2.5%、7.5%、0%の

順に見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 44) = 1.91, p = 0.14)。

画像ブロックサイズは 30%、40%、50%、20%の順に見やすいと評価され、有意差が確

認された (F (3, 44) = 19.87, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって 30%と 40%が

50%に対して、さらに 50%が 20%に対して有意に見やすいと評価された。言語間の余

白は 100%、150%、50%、0%の順に見やすいと評価されたが、有意傾向は見られなかっ

たF (3, 44) = 0.27, p = 0.85)。文字揃えは左揃えのほうが見やすいと評価され、有意傾

向が確認された (F (1, 46) = 3.26, p = 0.078)。

26



表 3.8: 中国語ユーザを対象にした観光地情報コンテンツの評価結果
レイアウト因子 尺度値（中国語・観光地情報）

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え グループ 1 グループ 2 グループ 3

#1 縦 0% 20% 0% 中央 -1.07 -1.21 -0.74

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央 0.06 0.18 0.05

#3 横 2.5% 50% 0% 左 -0.17 -0.13 0.17

#4 横 0% 40% 50% 左 -0.00 0.09 0.29

#5 横 0% 30% 150% 中央 0.24 -0.02 0.33

#6 横 2.5% 20% 100% 中央 -0.39 -0.45 -0.28

#7 縦 2.5% 40% 150% 左 0.63 0.55 0.30

#8 縦 0% 50% 100% 左 0.01 0.30 0.08

#9 縦 7.5% 30% 150% 左 0.56 0.31 -0.18

#10 縦 5.0% 20% 100% 左 0.07 -0.23 -0.45

#11 横 5.0% 40% 150% 中央 0.67 0.67 0.47

#12 横 7.5% 50% 100% 中央 -0.08 -0.16 -0.13

#13 横 7.5% 20% 0% 左 -0.65 -0.74 -0.26

#14 横 5.0% 30% 50% 左 0.66 0.77 0.79

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央 -0.42 -0.08 -0.14

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央 -0.10 0.15 -0.31

3.5.2.2 災害時案内

表 3.6に、レイアウト因子の組み合わせと中国語ユーザ 3グループによる災害時案

内コンテンツの評価結果（尺度値）を示す。配置は横配置のほうが見やすいと評価さ

れ、有意差が確認された (F (1, 46) = 9.39, p < 0.01)。余白は 5.0%、2.5%、0%、7.5%

の順に見やすいと評価され、有意差が確認された (F (3, 44) = 5.02, p < 0.01)。とくに、

Tukeyの検定によって 5.0%と 2.5%が 7.5%に対して有意に見やすいと評価された。画

像ブロックサイズは 30%、40%、50%、20%の順に見やすいと評価され、有意差が確認

された (F (3, 44) = 5.82, p < 0.01)。とくに、30%が 50%と 20%に対して有意に見やす

いと評価された。言語間の余白は 50%、150%、100%、0%の順に見やすいと評価され

たが、有意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 0.52, p = 0.67)。文字揃えは左揃えのほ

うが見やすいと評価されたが、有意傾向は見られなかった (F (1, 46) = 0.98, p = 0.33)。
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表 3.9: 中国語ユーザを対象にした災害時案内コンテンツの評価結果
レイアウト因子 尺度値（中国語・災害時案内）

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え グループ 1 グループ 2 グループ 3

#1 縦 0% 20% 0% 中央 -0.75 -0.69 -0.83

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央 0.58 0.34 0.43

#3 横 2.5% 50% 0% 左 0.37 0.05 0.09

#4 横 0% 40% 50% 左 0.01 0.11 -0.09

#5 横 0% 30% 150% 中央 0.55 0.55 0.41

#6 横 2.5% 20% 100% 中央 -0.30 0.14 -0.19

#7 縦 2.5% 40% 150% 左 0.08 0.30 0.45

#8 縦 0% 50% 100% 左 -0.20 -0.14 -0.21

#9 縦 7.5% 30% 150% 左 -0.50 -0.33 -0.19

#10 縦 5.0% 20% 100% 左 -0.45 0.37 0.01

#11 横 5.0% 40% 150% 中央 0.55 0.35 0.34

#12 横 7.5% 50% 100% 中央 0.06 -0.23 -0.21

#13 横 7.5% 20% 0% 左 0.10 -0.26 -0.49

#14 横 5.0% 30% 50% 左 0.61 1.00 0.82

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央 -0.31 -0.61 -0.01

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央 -0.41 -0.94 -0.32

3.5.2.3 食文化紹介

表 3.7に、レイアウト因子の組み合わせと中国語ユーザ 3グループによる食文化紹介

コンテンツの評価結果（尺度値）を示す。配置は横配置のほうが見やすいと評価され、

有意傾向が確認された (F (1, 46) = 3.23, p = 0.08)。余白は 5.0%、2.5%、0%、7.5%の

順に見やすいと評価されたが、有意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 1.64, p = 0.19)。

画像ブロックサイズは 30%、40%、50%、20%の順に見やすいと評価され、有意差が確認

された (F (3, 44) = 19.50, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって 30%と 40%と 50%

は 20%に対して有意に見やすいと評価された。また、30%は 50%に対しても有意に見や

すいと評価された。言語間の余白は 100%、150%、50%、0%の順に見やすいと評価され

たが、有意傾向は見られなかった (F (3, 44) = 0.47, p = 0.71)。文字揃えは左揃えのほ

うが見やすいと評価されたが、有意差は確認されなかった (F (1, 46) = 2.38, p = 0.13)。
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表 3.10: 中国語ユーザを対象にした食文化紹介コンテンツの評価結果
レイアウト因子 尺度値（中国語・食文化紹介）

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え グループ 1 グループ 2 グループ 3

#1 縦 0% 20% 0% 中央 -1.02 -1.21 -1.27

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央 0.05 0.19 -0.06

#3 横 2.5% 50% 0% 左 -0.14 0.38 -0.10

#4 横 0% 40% 50% 左 0.12 0.49 0.32

#5 横 0% 30% 150% 中央 0.40 0.53 0.30

#6 横 2.5% 20% 100% 中央 -0.37 -0.36 -0.31

#7 縦 2.5% 40% 150% 左 0.53 0.03 0.51

#8 縦 0% 50% 100% 左 0.08 -0.04 0.22

#9 縦 7.5% 30% 150% 左 0.28 -0.25 0.20

#10 縦 5.0% 20% 100% 左 -0.06 -0.70 0.10

#11 横 5.0% 40% 150% 中央 0.46 0.66 0.53

#12 横 7.5% 50% 100% 中央 -0.11 -0.29 -0.15

#13 横 7.5% 20% 0% 左 -0.69 -0.53 -0.41

#14 横 5.0% 30% 50% 左 0.51 0.85 0.83

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央 -0.05 0.14 -0.51

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央 0.02 0.08 -0.20

3.6 考察

3.6.1 レイアウト因子が視認性に及ぼす影響

本項では各因子についての全体的な傾向とその傾向が発生した理由について考察す

る。その後、日本語ユーザと中国語ユーザによる評価結果について比較する。

「配置」は横配置のほうが見やすく、一部のテーマで有意差が見られた。図 3.18に

配置の各水準の例を示す。横配置のほうが見やすいと評価された理由は、本文の 1行

あたりの文字数が縦配置に比べて短かったためと考えられる。

縦
配
置

横配置

図 3.18: 配置の各水準の例
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「余白」は画面全体の 2.5%や 5.0%だけ設けたものが見やすいと評価される傾向にあ

り、一部のテーマで有意差が見られた。図 3.19に余白の各水準の例を示す。一部の水

準間で有意差が見られたことからコンテンツを見やすくするためには適切な余白を設

ける必要があると考えられる。

7.5％の余白5.0％の余白

2.5％の余白 0%の余白

図 3.19: 余白の各水準の例

「画像ブロックサイズ」は画面幅の 30%や 40%の長さに設定すると見やすいと評価

され、日本語ユーザ・中国語ユーザともに全てのテーマの評価結果において一部の水準

間で有意差が見られた。図 3.20に画像ブロックサイズの各水準の例を示す。本実験で

は視認性を「画像と本文がいずれも見やすい印象を受けるもの」と定義したため、画面

幅の 30%や 40%の長さの画像ブロックサイズのとき本文と画像の大きさのバランスが

良かったと考えられる。ただし、画像の数や本文の長さによって適切な画像ブロック

サイズは変わる可能性があるので、その関係性についてはさらなる調査が必要である。
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画面幅の50％画面幅の40％

画面幅の30％
画面幅の20％

図 3.20: 画像ブロックサイズの各水準の例

「言語間の余白」は文字の高さの 100%、すなわち文字の高さに設定すると見やすい

と評価されることが多かったが、有意傾向は見られなかった。図 3.21に言語間の余白

の各水準の例を示す。有意傾向は見られなかった理由としては、文字が多くても母国

語は見分けやすかったことや、短時間で視認性を評価したときに実験参加者が意識的

に言語を識別する必要がなかったことが考えられる。

31



言
語
間
の
余
白

％
100

言
語
間
の
余
白

％
150 0

言
語
間
の
余
白

％

50

言
語
間
の
余
白

％

図 3.21: 言語間の余白の各水準の例

「文字揃え」は左揃えのほうが見やすく、一部のテーマで有意差が見られた。図 3.22

に文字揃えの各水準の例を示す。書籍などにおいて横書きの文章の端は左に揃ってい

ることが一般的であるため、中央揃えの本文はユーザに違和感を与えたと考えられる。

左揃え 中央揃え

図 3.22: 文字揃えの各水準の例

次に、日本語ユーザと中国語ユーザによる評価結果を比較する。表 3.4に示した通

り、日本語ユーザによる評価で水準間の有意差が見られたレイアウト因子は観光地情

報における画像ブロックサイズ、災害時案内における配置と余白と画像ブロックサイ

ズ、食文化紹介における配置と画像ブロックサイズと文字揃えであった。また、中国

語ユーザによる評価で水準間の有意差が見られたレイアウト因子は観光地情報におけ
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る画像ブロックサイズ、災害時案内における配置と余白と画像ブロックサイズ、食文

化紹介における画像ブロックサイズであった。食文化紹介における配置と文字揃えの

有意差は日本語ユーザによる評価結果でのみ見られたが、その他の有意差が見られた

レイアウト因子は日本語ユーザと中国語ユーザで同じであった。日本語ユーザと中国

語ユーザで同一の傾向が得られたことから、ユーザの使用する言語やその言語の位置

の違いによって見やすさの感じ方に差が出ることは少ないということが示唆された。

3.6.2 見やすい印象を与えるレイアウト

3.6.1項で述べた各因子において見やすいと評価された水準を元に作成した見やすい

印象を与えるレイアウトの例を図 3.23に示す。配置（図 3.23の緑色部分）は画像と本

伏見稲荷大社
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画像と本文の横配置

画像は画面幅の30%程度
左揃えの本文

5％の余白 言語間には文字高の100%の余白

図 3.23: 視認性評価実験から得られた見やすい印象を与えるレイアウト

文を横並びに配置することが好まれる。余白（図 3.23の黄色部分）は画面に対して 5～

10%程度設けることが好まれる。画像ブロックサイズ（図 3.23の紫色部分）は画面幅

に対して 30～40%程度設けることが好まれる。言語間の余白（図 3.23の橙色部分）は

文字の高さの 100%程度、すなわち 1行ほど設けることが好まれる。文字揃え（図 3.23
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の水色部分）は左揃えにすることが好まれる。

3.7 多言語同時表示コンテンツの視認性評価のまとめ

多言語同時表示コンテンツの視認性評価では、コンテンツに見やすい印象を与える

因子の調査と母語が異なる実験参加者間の評価結果を比較した。その結果、画像と本

文の配置は横配置、本文の文字は左揃え、画像サイズや余白は過度に大きく、あるいは

小さくとらないものが見やすいと評価された。また、実験参加者の母語にかかわらず

コンテンツの見やすさは似た傾向をもつ可能性が示唆された。ただし、本実験は画像

と本文の双方がより見やすい印象を受けるコンテンツを短時間で選択する実験であっ

たため、本文を熟読する必要がなかったことがこのような傾向を生んだ可能性もある。

以上の結果から、多言語同時表示コンテンツの読みやすさを評価する実験の必要性が

示唆されたため、可読性の評価実験をすることとした。可読性の評価実験に関しては

4章で述べる。

3.8 視認性評価実験における制限

本章の実験にはいくつか制限がある。実験参加者は横 26.5度×縦 15.1度の視角で目

線の高さに設置されたディスプレイを見ている。視角がより大きいまたは小さいとき

やディスプレイが上方にあるときなどは考慮に含まれていない。

また、コンテンツの内容は画像 3枚と 4か国語（日本語・英語・韓国語・中国語、順

番は固定）の短文（日本語で 60字～100字）からなるものとした。画像の数や本文の

長さが変化したとき、視認性の感じ方にどのような影響を及ぼすかなどさらなる調査

が求められる。
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第 4 章 多言語同時表示コンテンツの可読性の

評価

本章では、多言語同時表示コンテンツにおける可読性について述べ、実施した可読

性評価実験について述べる。また、実験の結果から可読性の高いレイアウトについて

考察する。

4.1 評価の目的と概要

本研究における可読性は「コンテンツ内の文字が速く読めるか」と定義される。そこ

で、可読性評価実験の目的は、レイアウト因子の異なる多言語同時表示コンテンツを

読むのにかかる時間を測定し、レイアウト因子が可読性に与える影響を調査すること

である。多言語同時表示は、単一言語表示と同じ量の情報を同時に表示すると本文の

文字が小さくなりやすいうえに閲覧者の母国語と異なる言語がコンテンツに含まれる。

そのため、単一言語表示より可読性が低くなる可能性がある。図 4.1に示すように、観

光地にはデジタルサイネージや看板など多数の掲示があり、観光客はそれらの中から

必要な情報を見つける必要がある。このとき、可読性の低いレイアウトで制作された

多言語同時表示コンテンツは読むのに時間がかかる。その結果、観光客は欲しい情報

を得る前に読むのをやめてしまう可能性がある。

読むのに時間が
かかるレイアウト

読むことを
途中でやめる

情報伝達の失敗

図 4.1: 多言語同時表示における可読性の低いレイアウトの問題
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以上から、多言語同時表示コンテンツでは可読性の高いレイアウトを作ることが重

要となる。前述のような状況を想定すると、多言語同時表示コンテンツは閲覧者に負

担をかけることなく読むのにかかる時間が短いことが望ましい。本実験では「閲覧者

の母国語を見つけやすく、単位時間あたりに読むことができる文章量が多いもの」を可

読性の高い多言語同時表示コンテンツと定義し、レイアウトに関わる因子をどのよう

に設定すれば可読性が向上するか（より短時間で読むことができるか）検討する。レ

イアウト因子の異なる多言語同時表示コンテンツを読むのにかかる時間を測定するた

めに、評価には本研究で提案するカテゴリ識別課題を用いた。以下ではカテゴリ識別

課題について説明し、その後実験の詳細とその結果を述べる。

4.2 カテゴリ識別課題

本研究ではデジタルサイネージでの多言語同時表示コンテンツの可読性を評価する

手法として、カテゴリ識別課題を提案し実施した。カテゴリ識別課題とは、観光客向

けのコンテンツを見て、何のカテゴリに属するかを識別する課題である。これは、観

光客が観光地でデジタルサイネージや看板を見て、今見ている情報が欲しい情報と同

じカテゴリに属するかを判断するという状況を想定したものである。情報のカテゴリ

は、観光ガイドブック [32]で用いられるカテゴリを参考に、(a)見る（見るもの・見る

ところの紹介）、(b)食べる（食べるもの・食べるところの紹介）、(c)泊まる（泊まる

ところ・宿泊を伴うイベントの紹介）の 3つとした。カテゴリ識別課題は、提示される

コンテンツの本文を最初から読み、その文章が (a)見る、(b)食べる、(c)泊まるのどの

カテゴリに属するかを判断し解答するという流れで進行する。属するカテゴリが判断

できた時点で解答をするため、全文を読む必要はない。したがって、カテゴリ識別課

題の解答に必要なのは母国語の識別と文章の大まかな理解である。この課題によって

母国語の見つけやすさと文章の読みやすさを両立したコンテンツが評価されると期待

できる。レイアウト因子の水準を変更した多言語同時表示コンテンツに対してカテゴ

リ識別課題の解答時間を測定し、レイアウト因子と可読性の関係を調査した。

4.3 レイアウト因子

3.2節でも述べたが、多言語同時表示コンテンツのレイアウトにかかわる因子にはさ

まざまなものがある。本実験では、提示する文章が決められているなかで、コンテンツ
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制作者がレイアウトを選択するという状況を想定した。この状況において、レイアウ

ト上にどのような工夫を施せば多言語同時表示コンテンツの可読性が向上するかを調

査する。このことを踏まえ、用いるレイアウト因子は (i)本文描画面積、(ii)段組、(iii)

言語間の余白、(iv)言語間境界線、(v)字詰め、(vi)行間、(vii)ウェイト、(viii)日本語

の位置の 8つとし、これらを変化させたときの可読性の違いを調査した。以下の項で

はこれらの因子の詳細を説明する。なお、実験では 4か国語の短文（日本語で 60字～

120字）のみから構成されるコンテンツを提示したが、この構成に関する詳細は 4.4.2

項で説明する。

4.3.1 本文描画面積

「本文描画面積」は本文の描画領域の面積を示す因子で、水準は小、中、大の 3水準

とした。本文描画面積の各水準を図 4.2に示す。

水準「小」は、表示された本文の文字サイズを読むことのできる最小限（25分=0.42

描画面積小(横7.3°, 縦4.1°)

描画面積中(横14.3°, 縦8.2°)

描画面積大(横21.0°, 縦12.2°)

画面全体のサイズ(横26.5°, 縦15.1°の視野角)

図 4.2: 本文描画面積の各水準での描画範囲

度 [28]）に設定した描画範囲である。「大」は画面全体に及ぶ描画範囲（ただし、3章の

結果から画面端に余白を設けた）とし、「中」は小と大の中間値となるように設定した。

デジタルサイネージのような大きなディスプレイで文字サイズを過度に大きく設定す

ると、視点の移動距離が長くなるため読むのに時間がかかる可能性がある。一方、文字

を過度に小さく設定すると、文字情報を処理するのに時間がかかる可能性がある。本

評価実験では、視点の移動時間と文字情報の処理時間のどちらがより可読性に影響を
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与えるかを調査するために、本文描画面積を設定した。

4.3.2 段組

「段組」は本文の段組を示す因子で、水準は 1段組と 2段組の 2水準とした。1段組

の場合は各言語が縦に 4つ、2段組の場合は各言語が縦と横に 2つずつ並ぶように配置

される。図 4.3(a)、(b)に本文の段組を変更したコンテンツの例を示す。この因子を調

査対象としたのは周辺視野の利用の有無を調査するためである。もしもユーザが周辺

視野を用いて自身の使う言語を探しているとしたら、2段組は本文の中心に視点を置け

ばよいため、自身の使う言語を探しやすい配置となり有用であると考えられる。なお、

2段組のときは上段の言語は下揃えに、下段の言語は上揃えに配置したが、この理由は

4.3.4項で述べる。

(a) 1段組の本文 (b) 2段組の本文

2段組1段組

図 4.3: 段組を変更したコンテンツの例

4.3.3 言語間の余白

「言語間の余白」は 3.2.4項と同様に言語と言語の間に設ける余白を示す因子で、水

準は通常の改行に対して余白なし、100%、200%の 3水準とした。すなわち、言語と言

語の境目で通常通りに改行するか、1行空きにするか、2行空きにするかの 3水準であ

る。本文描画面積が決まっている場合、言語間の余白がない、あるいは言語間の余白

が過度に小さいと、言語と言語の境界がわかりづらくなり可読性は低下する可能性が

ある。一方、各言語で使っている文字の種類が異なる場合では、言語と言語の境界は

識別しやすいため可読性は低下しない可能性がある。どちらの要素による影響がより

強いかを評価するために言語間の余白を因子として用いた。図 4.4(a)、(b)に、1段組

38



と 2段組それぞれにおける言語間の余白を 100%に設定したコンテンツの例を示す。

2段組のときは言語間の余白が十字になるように上段の言語は下揃えに、下段の言語

は上揃えに配置した。言語間の余白が十字になるように設定した理由は 4.3.4項で述べ

る。さらに、左右に並んだ言語の間には上下に並んだ言語の間にある余白と等しい幅

の余白を設けた。

言語間の余白100％

(a) 1段組 (b) 2段組

言語間の余白100％

図 4.4: 言語間の余白を 100%に設定したコンテンツの例

4.3.4 言語間境界線

「言語間境界線」は言語と言語の間の境界線の有無を示す因子で、水準は境界線あ

り、境界線なしの 2水準とした。図 4.5(a)、(b)に、1段組と 2段組それぞれにおける言

語間境界線ありのコンテンツの例を示す。言語の間に引かれた境界線がユーザの使う

言語を見つけるときの補助となるかを評価するためにこの因子を用いた。また、境界

線の存在を明確にするために、2段組のときは上段の言語は下揃えに、下段の言語は上

揃えにして境界線を十字線にした。
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言
語
間
境
界
線

(b) 2段組(a) 1段組

言語間境界線

図 4.5: 言語間境界線ありのコンテンツの例

4.3.5 字詰め

「字詰め」は本文の文字と文字の間隔を表す因子で、水準は-20%、-10%、0%、+10%

の 4水準とした。字詰めが負の値のときはフォントが定めるデフォルトの文字間隔よ

りも間隔を小さく、正の値のときは大きく設定する。図 4.6(a)、(b)、(c)、(d)に字詰め

を変更したコンテンツの例を示す。

字詰め-20% 字詰め-10%

字詰め 0% 字詰め +10%

(a) 字詰めを-20%に設定した本文 (b) 字詰めを-10%に設定した本文

(c) 字詰めを±0%に設定した本文 (d) 字詰めを+10%に設定した本文

図 4.6: 字詰めを変更したコンテンツの例

字詰めと読み速度の関係を調査した既往研究 [33]では、字詰めを-20%、-10%、0%、

+10%、+20%とした場合、-10%のとき 18～32歳の実験参加者の読み速度が最も速く

なったと報告されている。既往研究では提示された文章を全て読むよう指示されるの
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に対し、カテゴリ識別課題では全文を読む必要がなく、既往研究とは異なる結果が得

られる可能性があるため、字詰めを因子の 1つとして調査した。

4.3.6 行間

「行間」は本文の行と行の間隔の大きさを表す因子で、水準は-30%、0%、+50%の 3

水準とした。図 4.7(a)、(b)、(c)に字詰めを変更したコンテンツの例を示す。既往研究

では行間を+50%に設定したとき読みやすい印象を受けると報告されている [24]。しか

し、4.3.5項と同様、既往研究とは異なる結果が得られる可能性があるため、行間を因子

として調査した。本文描画面積が一定の場合は行間を大きくすると文字サイズは小さ

くなるため、これ以上の行間の拡大が解答時間の短縮につながるとは考えにくい。そ

こで、既往研究で適切とされている行間+50%を本研究では最大値に設定した。一方、

最小値の行間-30%は上の文字と下の文字が接触する可能性がある行間であり、あまり

一般的ではない。しかし、行間を詰めたとき視点の総移動距離が減ることによって、カ

テゴリ識別課題における解答時間が短くなる可能性を考慮し、行間-30%を最小値に設

定した。

行間 -30% 行間 0%

行間 +50%
(a) 行間を-30%に設定した本文 (b) 行間を±0%に設定した本文

(c) 行間を+50%に設定した本文

図 4.7: 行間を変更したコンテンツの例
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4.3.7 ウェイト

「ウェイト」は文字のウェイト（太さ）を表す因子で、水準はRegular、Bold、Heavy

の 3水準とした。図 4.8(a)、(b)、(c)にウェイトを変更したコンテンツの例を示す。

Heavy

BoldRegular

(a) ウェイトがRegularの本文 (b) ウェイトがBoldの本文

(c) ウェイトがHeavyの本文

図 4.8: ウェイトを変更したコンテンツの例

この因子は、文字の太さが可読性に与える影響を評価するために調査対象とした。

なお、日本語と英語のフォントは源真ゴシックを、中国語と韓国語のフォントはNoto

Sans CJKを使用した。Noto Sans CJKと源真ゴシックはいずれも源ノ角ゴシック系

のフォントであり、画面内に混在させても違和感がないことから採用された。

4.3.8 日本語の位置

「日本語の位置」は本文において実験参加者の母語である日本語を何番目に表示す

るかを表す因子で、1番目、2番目、3番目、4番目までの 4水準とした。1段組と 2段

組それぞれにおける順番の定義は図 4.9(a)、(b)に示す。
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(a) 1段組の本文 (b) 2段組の本文

1番目

2番目

3番目

4番目

1番目

2番目

3番目

4番目

図 4.9: それぞれの段組における言語の順番

日本国内にある多言語同時表示コンテンツの多くは日本語を 1番目に配置すること

が多い。しかし、多言語同時表示ではユーザが自身の言語を見つけることも重要であ

るため、本実験では日本語を見つけるのに要する時間も読み時間として含めた。その

ため、日本語を 2番目以降に配置したコンテンツも用意した。

なお、日本語以外の言語の順番は、1段組と 2段組で共通して日本語の次（日本語が

4番目の場合、次は 1番目とする。以下同様）は英語、英語の次は中国語、中国語の次

は韓国語となるように固定した。この順番に固定することで、1段組の場合はよく似た

文字を持つ日本語と中国語が隣り合わないようになる。これにより、日本語と中国語

が隣り合ったときよりも日本語が見つけやすくなる。2段組の場合は、表意文字を多く

含み本文内の占有面積が小さい中国語と日本語が同じ高さに、表音文字を多く含み本

文内の占有面積が大きい英語と韓国語が同じ高さに配置される。これにより、行数の

違いによる無駄なスペースが小さくなるため、日本語と中国語を対角線上に配置した

ときより文字サイズが大きくなる。

4.4 実験の方法

本節では、実施した多言語同時表示コンテンツの可読性評価実験の詳細について述

べる。

4.4.1 参加者

実験参加者は裸眼もしくは矯正で正常な視力を持つ日本語を母語とする者とした。
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4.4.2 提示したコンテンツ

本実験では基礎的なコンテンツを用いてカテゴリ識別課題を実施するために、提示

したコンテンツは白の背景に黒の文字で書かれた 4か国語の短い本文（日本語で 60字

～120字）のみから構成されるものとした。画像や見出しを含まなかった理由は、本文

の読み速度を計測するカテゴリ識別課題において、画像や見出しは本文を読む必要性

を弱める可能性があるからである。言語は 3.2節と同様、日本語、英語、韓国語、中国

語（繁体字）とした。また、本実験は日本語ユーザのみを対象としたため、読まれるこ

とのない英語・韓国語・中国語はGoogle翻訳を用いて翻訳した。文字サイズは、本文

の描画範囲から文字がはみ出ない範囲で最大となる整数値のサイズに設定した。

また、文章の内容が読み時間に影響することを考慮して、事前に文章のスクリーニ

ングを実施した。スクリーニングでは、観光客向けの文章を日本語で 160文用意し、レ

イアウト因子が統一されたコンテンツを制作した。制作したコンテンツに対してカテ

ゴリ識別課題を実施し、各文章の属するカテゴリが解答されるまでの時間を測定した。

京都大学の学生 10名がスクリーニングに参加した（一部の文章は 11名）。文章を読む

速度は人によって大きく異なるため、カテゴリ識別課題の解答時間は参加者ごとに平

均が 0、標準偏差が 1となるよう標準化した。標準化の後、160文からカテゴリの正解

率が 80%以上かつ、読み時間の平均が 0.00± 0.29の範囲内に収まる 72文を評価実験に

使用した。なお、評価者の知識の差によって解答時間の差が出ないようにするために、

スクリーニングに用いた文章は全て架空の観光情報とした。スクリーニングに用いた

160文を付録Dに示す。

4.3節で述べた 8つのレイアウト因子の組み合わせを変更して制作したコンテンツの

レイアウトを表 4.1、表 4.2に示す。レイアウト因子は (i)本文描画面積、(ii)段組、(iii)

言語間の余白、(iv)言語間境界線の 4因子を「画面全体に関する因子」、(v)字詰め、(vi)

行間、(vii)ウェイトの 3因子を「文字に関する因子」に分類した。本実験ではカテゴリ

識別課題の解答時間とレイアウト因子との基礎的な関係を調査するため、この 2つの

分類間での交互作用は扱わず、「画面全体に関する因子」と「文字に関する因子」のそ

れぞれにおいて総当たりで水準を組み合わせてコンテンツを制作した。画面全体に関

する因子を変更するときは字詰めは 0%、行間は 0%、ウェイトはRegularで固定した。

文字に関する因子を変更するとき、本文描画面積は中、1段組、言語間の余白は 100%、

言語間境界線はなしで固定した。また、スクリーニングで選ばれた 72文をどのレイア

ウトに割り当てるかと (viii)日本語の位置をどこにするかに関しては、それらの要素が

結果に強く影響を及ぼさないよう参加者ごとに変更した。提示したコンテンツのうち

44



1人の実験参加者が見た 72個のコンテンツの例を付録 Eに示す。

表 4.1: 可読性評価実験に用いたコンテンツのレイアウト因子（画面全体に関する因子）
レイアウト因子

本文描画面積 段組 言語間余白 言語間境界線
#1 中 1段組 なし あり
#2 中 1段組 なし なし
#3 中 1段組 100% あり
#4 中 1段組 100% なし
#5 中 1段組 200% あり
#6 中 1段組 200% なし
#7 小 1段組 なし あり
#8 小 1段組 なし なし
#9 小 1段組 100% あり
#10 小 1段組 100% なし
#11 小 1段組 200% あり
#12 小 1段組 200% なし
#13 大 1段組 なし あり
#14 大 1段組 なし なし
#15 大 1段組 100% あり
#16 大 1段組 100% なし
#17 大 1段組 200% あり
#18 大 1段組 200% なし
#19 中 2段組 なし あり
#20 中 2段組 なし なし
#21 中 2段組 100% あり
#22 中 2段組 100% なし
#23 中 2段組 200% あり
#24 中 2段組 200% なし
#25 小 2段組 なし あり
#26 小 2段組 なし なし
#27 小 2段組 100% あり
#28 小 2段組 100% なし
#29 小 2段組 200% あり
#30 小 2段組 200% なし
#31 大 2段組 なし あり
#32 大 2段組 なし なし
#33 大 2段組 100% あり
#34 大 2段組 100% なし
#35 大 2段組 200% あり
#36 大 2段組 200% なし
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表 4.2: 可読性評価実験に用いたコンテンツのレイアウト因子（文字に関する因子）
レイアウト因子

字詰め 行間 ウェイト
#37 -20% -30% Heavy
#38 -20% -30% Regular
#39 -20% -30% Bold
#40 -20% 0% Heavy
#41 -20% 0% Regular
#42 -20% 0% Bold
#43 -20% +50% Heavy
#44 -20% +50% Regular
#45 -20% +50% Bold
#46 -10% -30% Heavy
#47 -10% -30% Regular
#48 -10% -30% Bold
#49 -10% 0% Heavy
#50 -10% 0% Regular
#51 -10% 0% Bold
#52 -10% +50% Heavy
#53 -10% +50% Regular
#54 -10% +50% Bold
#55 0% -30% Heavy
#56 0% -30% Regular
#57 0% -30% Bold
#58 0% 0% Heavy
#59 0% 0% Regular
#60 0% 0% Bold
#61 0% +50% Heavy
#62 0% +50% Regular
#63 0% +50% Bold
#64 +10% -30% Heavy
#65 +10% -30% Regular
#66 +10% -30% Bold
#67 +10% 0% Heavy
#68 +10% 0% Regular
#69 +10% 0% Bold
#70 +10% +50% Heavy
#71 +10% +50% Regular
#72 +10% +50% Bold
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4.4.3 実験環境

実験は京都大学総合研究 10号館 257号室で実施した。実験の環境の様子を図 4.10に

示す。実験環境全体のレイアウトを図 4.11に、1人分の実験環境のレイアウトを上から

見た図を図 4.12に、横から見た図を図 4.13に示す。実験は 1度につき最大 4人の実験

参加者が参加し、画面との距離は 2mとした。なお、ディスプレイは 3章で述べた視認

性評価実験と同様、LG 43UD79-B（42.5インチ、アスペクト比 16:9、ノングレア液晶、

画面解像度 3840px×2160px、輝度 350cd/m2、コントラスト比 1000:1）を使用した。ま

た、部屋の照度は約 400lxであった。

図 4.10: 可読性評価実験の様子
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図 4.11: 可読性評価実験の実験環境の全体図
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図 4.13: 可読性評価実験の実験環境（1人分）を横から見た図
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4.4.4 実験手順

実験の流れを表 4.3に示す。評価実験 (1)～(4)では、合計 72個あるコンテンツを#1

～#18、#19～#36、#37～#54、#55～#72の 4グループに分けて可読性を評価した。

説明時に評価実験は 6回実施すると宣言したうえで、初頭効果を打ち消すために評価実

験 (1)を行う前にダミータスクを実施した。ダミータスクでは、日本語の文章のみで構

成される 18個のコンテンツを用いてカテゴリ識別課題を実施した。コンテンツは行間

や 1行あたりの長さなどを無作為に変更したものを提示した。また、文章はスクリー

ニングで選ばれなかった文章のうち正解率が 100%だったものを利用した。さらに、終

末効果を打ち消すために、評価実験 (4)終了時点で十分なデータが得られたとして 6回

目にあたる評価実験を中止することを伝えた。なお、コンテンツを提示する順番は参

加者ごとに変更した。

表 4.3: 可読性評価実験の流れ
時間（分） 内容

10 説明とアンケート

5 操作説明

5 操作練習

10 ダミータスク

10 評価実験 (1)

10 評価実験 (2)

10 評価実験 (3)

10 評価実験 (4)

15 終了手続

評価実験 (1)～(4)で実施した評価の流れを図 4.14に、提示したスライドの例を図 4.15

に示す。評価では、まず注視点を 1.0秒表示したあと、課題スライドを表示した。参加

者は表示された本文の属するカテゴリがわかった時点で手元のキーボードのスペース

キーを押す。すると選択肢の画面に切り替わり、参加者は正解だと思う選択肢に対応す

るキーを押す。押下後、選んだ選択肢が 1.0秒間赤く表示されてから次の課題に移る。

なお、選んだ選択肢が赤く表示されている間は、手元のキーボードのスペースキーを

押すことで解答をキャンセルし選びなおすことが可能である。ここまでの流れを 1問

とし、全ての課題に解答するまでこれを繰り返した。
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開始

未出題の問題から無作為に1問選択

未出題の課題はあるか？

課題スライドをディスプレイに表示

スライドのカテゴリがわかったら
被験者はスペースキーを押す

選択肢をディスプレイに表示

被験者は選択肢に応じてキーを押す

注視点をディスプレイに1秒表示

終了

キャンセルはあるか？

被験者の回答をディスプレイに1秒表示
回答をキャンセルする場合、この間に

被験者はスペースキーを押す

NO

NO

YES

YES

図 4.14: 可読性評価実験の流れ

注視点(1s)

課題スライド

選択肢表示

回答表示(1s)

注視点(1s)

課題スライド

1問

やりなおし可能

図 4.15: 可読性評価実験の提示スライド
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4.5 結果

コンテンツのレイアウト因子と各ユーザの解答時間を用いて、実験結果を解析した。

ただし、文章を読む速度はユーザによって異なるため、ユーザごとに解答時間の平均

が 0、標準偏差が 1となるように標準化した。実験に参加した 31名のうち、カテゴリ

識別課題の正解率が 90%以上だった参加者を有効とした。有効な参加者は 30名（男性

20名・女性 10名）で、年齢は平均 22.2歳、標準偏差は 3.0であった。

各レイアウト因子の優劣をそれぞれ表 4.4に示す。3章と同様、ある因子の効果を確

認するときはその因子を基準にコンテンツを群で分け、ユーザごとに標準化された解

答時間を用いて一元配置分散分析を行った。なお、この実験の一元配置分散分析には

EZR[34]を使用した。以下では各因子について分析結果を示す。

表 4.4: 可読性評価実験の結果（各因子の優劣）

画面全体に関する因子

日本語の
位置

段組

本文
描画面積

言語間の
余白

言語間
境界線

　1段組
＞2段組

　大
＞中
＞小

　100%
＞200%
＞なし

　あり
＞なし

1
段
組

2
段
組

　2番目
＞1番目
＞4番目
＞3番目

　3番目
＞1番目
＞2番目
＞4番目

＊: p<0.05, ＊＊: p<0.01

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊

＊

文字に関する因子

字詰め

行間

ウェイト

日本語の
位置

  +10%
＞   0%
＞-10%
＞-20%

  +50%
＞   0%
＞-30%

　Heavy
＞Regular
＞Bold

　3番目
＞1番目
＞2番目
＞4番目

＊＊

＊＊ ＊＊

＊＊

4.5.1 画面全体に関するレイアウト因子

本文描画面積は大、中、小の順に解答時間が短く、有意差が見られた (F (2, 1077) =

37.74, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって本文描画面積大と中は小に対して解
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答時間が有意に短いと評価された。段組は 1段組のほうが解答時間は短く、有意差が

見られた (F (1, 1078) = 8.05, p < 0.01)。言語間の余白は 100%、200%、余白なしの

順に解答時間が短かったが、有意差は見られなかった (F (2, 1077) = 1.56, p = 0.21)。

言語間境界線は境界線ありのほうが解答時間は短かったが、有意差は見られなかった

(F (1, 1078) = 0.99, p = 0.32)。1段組における日本語の位置は2番目、1番目、4番目、3番

目の順に解答時間が短かったが、有意差は見られなかった (F (3, 536) = 1.10, p = 0.35)。

2段組における日本語の位置は 3番目、1番目、2番目、4番目の順に解答時間が短く、

有意差が見られた (F (3, 536) = 4.83, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって 3番目

は 2番目と 4番目に対して解答時間が有意に短いと評価された。

4.5.2 文字に関するレイアウト因子

字詰めは+10%、0%、-10%、-20%の順に解答時間が短く、有意差が見られた (F (3, 1076)

= 4.02, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって+10%と 0%は-20%に対して解答時

間が有意に短いと評価された。行間は+50%、0%、-30%の順に解答時間が短く、有意傾

向が見られた (F (2, 1077) = 2.46, p = 0.09)。ただし、Tukeyの検定による水準間の有意

差は見られなかった。ウェイトはHeavy、Regular、Boldの順に解答時間は短かったが、

有意差は見られなかった (F (2, 1077) = 0.11, p = 0.90)。日本語の位置は 3番目、1番目、

2番目、4番目の順に解答時間が短く、有意差が見られた (F (3, 536) = 4.83, p < 0.01)。

とくに、Tukeyの検定によって 3番目と 1番目および 2番目は 4番目に対して解答時間

が有意に短い結果となった。

4.6 考察

4.6.1 レイアウト因子が可読性に及ぼす影響

本項では各因子の全体的な傾向とその傾向が発生した理由について考察する。

「本文描画面積」は大きくとったもののほうが解答時間が短く、一部の水準間で有

意差が見られた。図 4.16に本文描画面積の各水準の例を示す。大きな本文描画面積を

設けたコンテンツの解答時間が短かったことから、文字サイズが大きいほうが文章は

理解にかかる時間が短く、読むことができる文字サイズの下限と速く読むために推奨

される文字サイズの下限には違いがある可能性が示唆された。ただし、文字が過度に

大きいとかえって読み速度が低下する可能性があるため、文字サイズと読み速度の関
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係は今後さらなる調査が必要である。

本文描画面積小

本文描画面積中

本文描画面積大

図 4.16: 本文描画面積の各水準の例

「段組」は 1段組のほうが解答時間が短く、有意差が見られた。図 4.17に段組の各

水準の例を示す。1段組のほうが読みやすいとされた理由は、各言語の文章の冒頭が縦

一列に並んでおり、ユーザが自身の言語を探しやすかったためと考えられる。

2段組1段組

図 4.17: 段組の各水準の例

「言語間の余白」は通常の改行の 100%、すなわち言語間に 1行分の余白を設定した

ときの解答時間が短かったが、有意差は見られなかった。「言語間境界線」は境界線あ

りのほうが解答時間は短かったが、有意差は見られなかった。図 4.18に言語間の余白
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の各水準の例を、図 4.19に言語間境界線の各水準の例を示す。 言語間にまつわる 2つ

言語間の余白100％

言語間の余白0％

言語間の余白200％

図 4.18: 言語間の余白の各水準の例

言語間境界線あり 言語間境界線なし

図 4.19: 言語間境界線の各水準の例

の水準間で有意差が見られなかった理由として、日本語には漢字とひらがながある点

で他の言語と異なっており見つけやすく、言語間の余白や境界線の有無が解答時間の

短縮には大きく寄与しなかったことが考えられる。

「字詰め」は+10%や 0%の解答時間が短く、一部の水準間で有意差が見られた。図

4.20に字詰めの各水準の例を示す。+10%や 0%の解答時間が短かったのは、視点の移
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字詰め-20%

字詰め-10%字詰め 0%

字詰め +10%

図 4.20: 字詰めの各水準の例

動時間よりも文字情報の処理時間のほうが影響が大きく、文字の間隔を詰めたとき文

字情報の処理に時間がかかったためと考えられる。

「行間」は+50%の解答時間が短かったが、有意差は見られなかった。図 4.21に行間

の各水準の例を示す。有意差が見られなかったことから、行間を変更したとき視点の

行間 -30%

行間 0%

行間 +50%

図 4.21: 行間の各水準の例
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移動時間や文字情報の処理時間に与える影響は小さく、行の間隔を変更しても読み時

間に大きな差が見られなかったと考えられる。なお、有意差は見られなかったが、行

間を広くすると読み時間が短くなったという結果は、提示された文章を全て読む形式

の既往研究 [35]の結果と合致した。

「ウェイト」はHeavy、Regular、Boldの順に解答時間が短かったが、有意差は見ら

れなかった。図 4.22にウェイトの各水準の例を示す。解答時間の短さとウェイトの間

に定量的・定性的な関係が見られなかったことから、本文の文字のウェイトは読み時

間に大きな影響を与えない可能性がある。

Heavy Bold

Regular

図 4.22: ウェイトの各水準の例

「日本語の位置」は、文字に関する因子を調査したときと画面全体に関する因子を

調査したときで異なる結果が得られた。画面全体に関する因子の調査では、1段組にお

いて日本語が 2番目・1番目にあるとき解答時間が短く、2段組において日本語が 3番

目・1番目にあるとき解答時間が短かった。ただし、水準間で有意差が見られたのは 2

段組のみであった。図 4.23に各段組における言語の順番を示す。この調査では本文描

画面積と段組が変動するので、ユーザは画面の上端から順番に日本語を探すことが多

くなる。その結果、画面上部の位置（1段組なら 1・2番目、2段組なら 1・3番目）に

日本語があれば、解答時間が短くなる傾向が見られたと考えられる。一方、文字に関

する因子の調査では日本語が 3番目・1番目にあるとき解答時間が短く、一部の水準間

で有意差が見られた。この調査では本文描画面積が変わらないため、目線の高さ（画
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面中央の少し下）にある 3番目に最初に視点を置いたあとで、最上部の 1番目に視点を

置く流れをとることが多くなったと考えられる。

(a) 1段組の本文 (b) 2段組の本文

1番目

2番目

3番目

4番目

1番目

2番目

3番目

4番目

図 4.23: 各段組における言語の順番

4.6.2 可読性の高いレイアウト

各レイアウト因子の水準のうち短い解答時間を示したものを用いて、可読性が高く

なると期待されるレイアウトを図 4.24に示す。4.6.1項の本文描画面積の結果を踏まえ

ると本文描画面積は大きいほうが望ましい。しかし、コンテンツを制作する際、用い

る画像・文章はあらかじめ決まっていることが多いため、本文描画面積は一定として

考察する。

段組は 1段組、すなわち各言語を縦 1列に配置することで読み速度が向上すると期待

される。言語間の余白（図 4.24の橙色部分）は 1行空けておくことで読み速度が向上

すると期待される。言語間境界線（図 4.24の黄色部分）はあるほうが読み速度が向上

すると期待される。字詰め（図 4.24の紫色部分）はデフォルトの文字間隔より 10% 余

分に広げることで読み速度が向上すると期待される。行間（図 4.24の水色部分）は文

字の高さの 50%空けておくことで読み速度が向上すると期待される。また、ユーザの

利用する言語の割合を考慮したとき、利用者が最も多い言語（この実験では日本語）は

目線の高さに配置することで読み速度が向上すると期待される（図 4.24の緑色部分）。
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「すてきなげんきをあなたにも。」げんき食堂は年中無休で営業中。おなじみの名物

メニューやお得なサービスランチを元気いっぱい提供しております。※年末年始は短

縮営業となります。

“Looking for  a nice genki for  you.” The Genki Shokudo is open 24/7.  We 

offer  a well -known specialty menu and great  service lunch.  *  It  wil l  be 

shortened during the New Year holidays.

言語と言語の間は1行空き

本文は1段組 言
語
と
言
語
の
間
に
境
界
線
を
引
く

文字間隔は通常の+10%広げる

行間は文字の
高さの50%

多くのユーザが
利用する言語は
目線の高さに配置

図 4.24: 視認性評価実験から得られた可読性の高いレイアウト

4.7 可読性評価実験における制限

本章の実験にはいくつか制限がある。3章と同様、実験参加者は横 26.5度×縦 15.1

度の視角で目線の高さに設置されたディスプレイを見ている。視角がより大きいまた

は小さいときやディスプレイが上方にあるときなどは考慮に含まれていない。

また、今回扱った言語は日本語・英語・中国語・韓国語の 4言語（順番は周期的に変

化）であったが、言語の数や組み合わせが変化したとき読み速度がどのように変化す

るかはさらなる調査が必要である。とくに、同じ文字を使用する複数の言語を同時に

表示する場合、言語を識別しやすくする工夫は多言語同時表示において重要な課題で

ある。

さらに、本実験で扱ったコンテンツは白の背景に黒の文字で書かれた 4言語の短文

（日本語で 60字～120字）から構成されるものに限られている。本文の長さが変化した

ときやコンテンツに画像含まれるとき、背景や文字に白黒以外色を使用したときなど

カテゴリ識別課題の解答時間にどのような影響を及ぼすかなどさらなる調査が求めら

れる。
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第 5 章 結論

本研究はデジタルサイネージでの多言語同時表示におけるコンテンツの制作指針の

策定を目的とし、コンテンツの視認性と可読性を評価する実験を実施した。

視認性の評価実験では、どのようにレイアウトを設定すればコンテンツ内の画像や

文章が認識しやすくなるかを検討するために、レイアウト因子の組み合わせが異なる

複数のコンテンツを制作し、これを用いて日本語ユーザおよび中国語ユーザに対して

視認性の評価実験を実施した。ただし、コンテンツを制作する際、複数のレイアウト

因子を採用すると組み合わせ数が膨大になるので、実験に用いるコンテンツの数を減

らすために直交表を用いてレイアウト因子を割り付けた。また、評価の際は実験参加

者の負担を軽減するために Thurstoneの一対比較法を利用した。その結果、画像や本

文は大きくしすぎたり小さくしすぎたりせず、画面の 5%程度の余白をとることで、見

やすい印象を与えることが示唆された。また、日本語ユーザと中国語ユーザを対象に

実験を実施したが、類似した結果が得られたため、言語の異なるユーザの間で見やす

さの感じ方に大きな違いがないことが示唆された。

可読性の評価実験では、どのようにレイアウトを設定すればコンテンツ内の文字が

速く読めるかを検討するために、レイアウトが異なる複数のコンテンツを制作し、これ

らを用いて本文を理解するまでに要した時間の違いを調査した。調査の際は、街中の

多言語同時表示コンテンツをユーザが見て情報の概要を理解するという状況を想定し、

日本語の位置を判別して読んだ本文が属するカテゴリを解答する「カテゴリ識別課題」

を提案し、評価実験を実施した。その結果、行間や字間といった文字に関するレイア

ウト要素については、字間をフォントが定めるデフォルトより 10%広くとり、行間を

文字の高さの 50%に設定したときに可読性が最も高くなった。これは単一言語表示に

おける可読性の高いレイアウトと同じ傾向であった。また、多言語同時表示特有の結

果として、異なる言語の間に空白と境界線を設けると可読性が高くなることが示唆さ

れた。言語の位置に関しては、ユーザが利用する言語が目線と同じ高さにあると読む

速度が速くなることが確認された。このことから、コンテンツの本文を読むのに必要

な平均時間を短くするためには、多くのユーザが利用する言語を目につきやすい位置

に配置することが有効である可能性がある。また、本文描画面積が大きいコンテンツ

の可読性が高かったため、待ち時間が発生したとしても言語切替表示を採用し、文字
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サイズを大きくしたほうが平均的な注視時間（待ち時間を含む）が短くなる可能性も

示唆された。

多言語同時表示は、画面切替の回数が少なくなるため情報の提示時間の削減という

観点からすれば有用であると期待できる。しかし、言語切替表示が適している場合も

あるため、言語切替表示との比較やコンテンツを見ているときの視点の追跡など、多

言語同時表示に関するさらなる調査が今後の課題として求められる。
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付録 A 視認性評価の予備実験

視認性評価の予備実験では、本実験で採用するレイアウト因子を吟味するために、複

数のレイアウト因子を変更したコンテンツを制作して一対比較を実施した。コンテン

ツの制作の際に直交表を用いたことと評価の際に Thurstoneの一対比較法を用いたこ

とは、本実験と同様である。以下では、それぞれの予備実験で使用したレイアウト因

子とその組み合わせ、結果を示す。

A.1 1回目予備実験

A.1.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.1に示す。

表 A.1: 1回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 画像枚数 画像横幅占有率 本文横幅占有率 本文文字数 文字太さ

#1 1 40% 40% 80 細

#2 4 40% 40% 80 太

#3 4 40% 40% 160 細

#4 1 40% 40% 160 太

#5 4 40% 50% 80 細

#6 1 40% 50% 80 太

#7 1 40% 50% 160 細

#8 4 40% 50% 160 太

#9 4 50% 40% 80 細

#10 1 50% 40% 80 太

#11 1 50% 40% 160 細

#12 4 50% 40% 160 太

#13 1 50% 50% 80 細

#14 4 50% 50% 80 太

#15 4 50% 50% 160 細

#16 1 50% 50% 160 太

A–1



「画像枚数」は画像の枚数を表し、1枚と 4枚の 2水準とした。画像が画面に占める

総面積は水準によって変化させなかった。「画像横幅占有率」は画像の横幅が画面横幅

に占める割合を表し、40%と 50%の 2水準とした。なお、画像の縦横比は 4:3とした。

「本文横幅占有率」は本文の横幅が画面横幅に占める割合を表し、40%と 50%の 2水準

とした。ただし、本文部分の縦幅は変化させなかった。「本文文字数」は本文の文字数

を表し、約 80字と約 160字の 2水準とした。なお、文字サイズは本文横幅占有率によっ

て決定した本文部分にいっぱいになるように設定した。「文字太さ」は本文の文字の太

さを表し、太と細の 2水準とした。なお、細には源真ゴシックP ExtraLightを、太に

は源真ゴシック P Regularを使用した。使用したコンテンツの例を図A.1に示す。

図 A.1: 1回目の予備実験に用いたコンテンツの例 (#3)

A.1.2 結果

3人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

画像枚数は 4枚のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった

(F (1, 14) = 0.51, p = 0.48)。画像横幅占有率は 50%のほうが見やすいと評価されたが、

有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.90, p = 0.36)。本文横幅占有率は50%のほう

が見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.81, p = 0.38)。

本文文字数は約 80字のほうが見やすいと評価され、有意傾向が確認された (F (1, 14) =

18.36, p < 0.01)。文字太さは細のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認さ

れなかった (F (1, 14) = 0.02, p = 0.90)。
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A.2 2回目予備実験

A.2.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.2に示す。

表 A.2: 2回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 画像ブロックサイズ 画面幅の余白 文字太さ 1行あたり文字数

#1 縦 30% 0% 細 少

#2 横 30% 0% やや細 多

#3 縦 30% 10% やや太 少

#4 横 30% 10% 太 多

#5 縦 40% 0% やや細 少

#6 横 40% 0% 細 多

#7 縦 40% 10% 太 少

#8 横 40% 10% やや太 多

#9 縦 50% 0% やや太 多

#10 横 50% 0% 太 少

#11 縦 50% 10% 細 多

#12 横 50% 10% やや細 少

#13 縦 60% 0% 太 多

#14 横 60% 0% やや太 少

#15 縦 60% 10% やや細 多

#16 横 60% 10% 細 少

「配置」は画像と本文の配置を表し、縦と横の 2水準とした。これは本実験でも採用

した因子であるため、ここでの詳細は省略する。「画像ブロックサイズ」は画像が画面

に占める割合を表し、30%、40%、50%、60%の 4水準とした。これも本実験で採用し

た因子であるが、この予備実験では横配置の場合画像・本文ともに縦幅の最大値は画

面縦幅の 50%、縦配置の場合画像・本文ともに横幅の最大値は画面横幅の 50%とした。

「画面幅の余白」は余白が画面に占める割合を表し、0%と 10%の 2水準とした。余白を

10%に設定したとき、横配置の場合は画面横幅の 10%の余白を、縦配置の場合は画面

縦幅の 10%の余白をとった。「文字太さ」は本文の文字の太さを表し、細、やや細、や

や太、太の 4水準とした。なお、細には源真ゴシックP ExtraLightを、やや細には源

真ゴシック P Normalを、やや太には源真ゴシック P Mediumを、太には源真ゴシッ

ク P Boldを使用した。また、見出し部分のフォントは源真ゴシック P Heavyで固定
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した。「1行あたり文字数」は本文の 1行あたりの文字数を表し、少と多の 2水準とし

た。なお、少は 16字以下、多は 17字以上であった。使用したコンテンツの例を図A.2

に示す。

10

伏見稲荷大社

伏見稲荷大社は京都市伏見区にある神
社です。かつて結願の礼として本社に赤
い鳥居を奉納する習慣があったため、境
内には約1万基の鳥居「千本鳥居」が形
成されています。

図 A.2: 2回目の予備実験に用いたコンテンツの例 (#11)

A.2.2 結果

3人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.0004, p = 0.98)。画像ブロックサイズは 50%、40%、60%、30%の順番に見やすいと評

価され、有意差が確認された (F (3, 12) = 7.11, p < 0.01)。とくに、Tukeyの検定によっ

て 50%と 40%と 60%が 30%に対して有意に見やすいと評価された。画面幅の余白は 0%

のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.08, p =

0.78)。文字太さはやや細、やや太、太、細の順番で見やすいと評価されたが、有意傾

向は確認されなかった (F (3, 12) = 0.49, p = 0.70)。1行あたり文字数は多のほうが見

やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 2.10, p = 0.17)。
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A.3 3回目予備実験

A.3.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.3に示す。

表 A.3: 3回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 画像ブロックサイズ 言語間の余白 言語数 日本語の位置

#1 縦 20% 無 3 1番目

#2 横 20% 有 3 2番目

#3 縦 20% 無 4 1番目

#4 横 20% 有 4 2番目

#5 縦 30% 無 3 2番目

#6 横 30% 有 3 1番目

#7 縦 30% 無 4 2番目

#8 横 30% 有 4 1番目

#9 横 40% 無 4 1番目

#10 縦 40% 有 4 2番目

#11 横 40% 無 3 1番目

#12 縦 40% 有 3 2番目

#13 横 50% 無 4 2番目

#14 縦 50% 有 4 1番目

#15 横 50% 無 3 2番目

#16 縦 50% 有 3 1番目

「配置」は画像と本文の配置を表し、縦と横の 2水準とした。なお、この予備実験で

は横配置のときは画像を画面の右側に配置した。「画像ブロックサイズ」は画像が画面

に占める割合を表し、20%、30%、40%、50%の 4水準とした。ただし、この予備実験

では極力余白を残さないようにするために、画像ブロックサイズが 20%の場合は画像

を 4枚、30%の場合は画像を 3枚、40%と 50%の場合は画像を 2枚とした。「言語間の

余白」は言語と言語の余白を表し、無と有の 2水準とした。言語間の余白を有に設定

したとき、言語と言語の間に 1行分の余白をとった。「言語数」は表示する言語の数を

表し、3言語と 4言語の 2水準とした。なお、3言語のときは日本語・英語・中国語・

韓国語を、4言語のときは日本語・英語・韓国語を使用した。「日本語の位置」は日本

語の位置を表し、1番目と 2番目の 2水準とした。なお、日本語以外の言語に関して、
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3言語のときは英語、韓国語の順番に、4言語のときは英語、韓国語、中国語の順番に

表示した使用したコンテンツの例を図A.3に示す。

7

伏見稲荷大社
伏見稲荷大社は京都市伏見区にある神社です。境内にある

約1万基の鳥居｢千本鳥居｣が有名です｡

Fushimi-Inari Shrine
Fushimi Inari Shrine is a shrine in Fushimi-ku, Kyoto-shi. 
It is famous for about 10,000 torii “Senbon torii” in the 

precincts.

후 시미이나 리 타이 샤
후 시미이나 리 타이 샤는 교토시 후시 미구에있는

신사입니다. 
경내에있는 약 1 만 개의 도리이 ‘천개 도리’가 유명합니다.

伏見稻荷大社
伏見稻荷神社是京都市伏見區的神社。 它以在區內約10,000

鳥居“千本鳥居”而聞名。

図 A.3: 3回目の予備実験に用いたコンテンツの例 (#8)

A.3.2 結果

3人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.01, p = 0.90)。画像ブロックサイズは 20%、40%、30%、50%の順番に見やすいと評価

され、有意差が確認された (F (3, 12) = 3.58, p = 0.047)。とくに、Tukeyの検定によって

20%が50%に対して有意に見やすいと評価された (p¡0.05)。言語間の余白は0%のほうが

見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.01, p = 0.90)。言

語数は 3言語のほうが見やすいと評価され、有意傾向が確認された (F (1, 14) = 3.34, p =

0.09)。日本語の位置は 2番目のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認され

なかった (F (1, 14) = 0.35, p = 0.56)。
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A.4 4回目予備実験

A.4.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.4に示す。「配置」は画像と本文の配置を表し、

表 A.4: 4回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 画像ブロックサイズ 画面幅の余白 言語間の余白 文字の太さ

#1 縦 20% 0% 無 細

#2 横 20% 0% 有 太

#3 横 20% 10% 無 細

#4 縦 20% 10% 有 太

#5 縦 30% 0% 無 太

#6 横 30% 0% 有 細

#7 横 30% 10% 無 太

#8 縦 30% 10% 有 細

#9 縦 40% 0% 無 細

#10 横 40% 0% 有 太

#11 横 40% 10% 無 細

#12 縦 40% 10% 有 太

#13 縦 50% 0% 無 太

#14 横 50% 0% 有 細

#15 横 50% 10% 無 太

#16 縦 50% 10% 有 細

縦と横の 2水準とした。なお、この予備実験では横配置のときは画像を画面の右側に配

置した。「画像ブロックサイズ」は画像が画面に占める割合を表し、20%、30%、40%、

50%の 4水準とした。本実験と同様、この予備実験では画像枚数を 3枚とした。「画面

幅の余白」は横配置なら画面横幅の余白を、縦配置なら画面縦幅の余白を表し、0%と

10%の 2水準とした。なお、横配置の場合は画面縦幅には余白をとらず、縦配置の場合

は画面横幅には余白をとらなかった。「言語間の余白」は言語と言語の余白を表し、無

と有の 2水準とした。言語間の余白を有に設定したとき、言語と言語の間に 1行分の余

白をとった。「文字太さ」は本文の文字の太さを表し、細、太の 4水準とした。なお、細

には源真ゴシックP ExtraLight（日本語・中国語・英語）とMalgun Gothic Semilight

（韓国語）を、太には源真ゴシックP Bold（日本語・中国語・英語）とMalgun Gothic

Semilightの太字体（韓国語）を使用した。また、見出し部分のフォントは源真ゴシッ
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ク P Heavy（日本語・中国語・英語）とMalgun Gothicの太字体（韓国語）で固定し

た。使用したコンテンツの例を図A.4に示す。

14

伏見稲荷大社
伏見稲荷大社は京都市伏見区にある
神社です。境内にある約1万基の鳥

居｢千本鳥居｣が有名です。
Fushimi-Inari Shrine

Fushimi Inari Shrine is a shrine in 
Fushimi-ku, Kyoto-shi. It is famous for 

about 10,000 torii "Senbontorii" in 
the precincts.

후 시미이나 리 타이 샤
후시미이나리타이샤는교토시후시
미구에있는신사입니다. 경내에있는약

1 만개의도리이 '천개도리'가
유명합니다.

伏見稻荷大社
伏見稻荷神社是京都市伏見區的神社。
它以在區內約10,000鳥居“千本鳥

居”而聞名。

図 A.4: 4回目の予備実験に用いたコンテンツの例 (#15)

A.4.2 結果

3人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

2.42, p = 0.14)。画像ブロックサイズは 40%、30%、50%、20%の順番に見やすいと評

価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 1.00, p = 0.43)。画面幅の余白

は 0%のほうが見やすいと評価され、有意差が確認された (F (1, 14) = 4.83, p = 0.045)。

言語間の余白は有のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった

(F (1, 14) = 0.32, p = 0.58)。文字の太さは細のほうが見やすいと評価され、有意傾向

が確認された (F (1, 14) = 3.31, p = 0.09)。
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A.5 5回目予備実験

A.5.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.5に示す。

表 A.5: 5回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 太さの変化

#1 縦 0% 20% 0% 有

#2 横 5% 20% 100% 有

#3 横 0% 30% 50% 有

#4 縦 5% 30% 150% 有

#5 縦 5% 50% 50% 有

#6 横 0% 50% 150% 有

#7 横 5% 40% 0% 有

#8 縦 0% 40% 100% 有

#9 縦 0% 20% 50% 無

#10 横 5% 20% 150% 無

#11 横 0% 30% 0% 無

#12 縦 5% 30% 100% 無

#13 縦 5% 50% 0% 無

#14 横 0% 50% 100% 無

#15 横 5% 40% 50% 無

#16 縦 0% 40% 150% 無

「配置」は画像と本文の配置を表し、縦と横の 2水準とした。なお、この予備実験で

は横配置のときは画像を画面の右側に配置した。「余白」は本文と画像の間と画面の端

に設ける余白を表し、0%と 5%の 2水準とした。「画像ブロックサイズ」は画像が画面

に占める割合を表し、20%、30%、40%、50%の 4水準とした。「言語間の余白」は言語

と言語の余白を表し、0%、50%、100%、150%の 2水準とした。本実験とレイアウト因

子と同じなので詳細は省略する。「太さの変化」は文字の太さの変化の有無を表し、有、

無の 2水準とした。太さの変化を無に設定した場合、本文には源真ゴシックP Regular

（日本語・中国語・英語）とMalgun Gothic Semilightの太字体（韓国語）を使用した。

太さの変化を有に設定した場合、本文には源真ゴシックP Regular（日本語）と源真ゴ

シックP ExtraLight（中国語・英語）とMalgun Gothic Semilightの太字体（韓国語）

を使用した。また、見出し部分のフォントは源真ゴシックP Heavy（日本語・中国語・
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英語）とMalgun Gothicの太字体（韓国語）で固定した。使用したコンテンツの例を

図A.5に示す。

伏見稲荷大社
伏見稲荷大社は京都市伏見区にある神社です。境内にある約1万基の鳥居｢千本鳥居｣が有名です。

Fushimi-Inari Shrine
Fushimi Inari Shrine is a shrine in Fushimi-ku, Kyoto-shi. It is famous for about 10,000 torii “Senbontorii” in the precincts.

후시미이나리타이샤는교토시후시미구에있는신사입니다. 경내에있는약 1 만개의도리이 '천개도리'가유명합니다.

伏見稻荷大社
伏見稻荷神社是京都市伏見區的神社◦它以在區內約10,000鳥居“千本鳥居”而聞名◦

3

図 A.5: 5回目の予備実験に用いたコンテンツの例 (#4)

A.5.2 結果

3人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

配置は縦配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.57, p = 0.46)。画面端の余白は 5%のほうが見やすいと評価され、有意差が確認され

た (F (1, 14) = 5.74, p = 0.03)。画像ブロックサイズは 40%、30%、50%、20%の順番

に見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 0.05, p = 0.99)。

言語間の余白は 150%、100%、50%、0%の順番に見やすいと評価され、有意差が確認

された (F (3, 12) = 5.48, p = 0.01)。とくに、Tukeyの検定によって 150%が 0%に対し

て有意に見やすいと評価された (p¡0.05)。太さの変化は有のほうが見やすいと評価され

たが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.004, p = 0.94)。
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A.6 6回目予備実験

A.6.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.6に示す。

表 A.6: 6回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 太さの変化 日本語の太さ

#1 縦 0% 20% 0% 有 太

#2 縦 2.5% 20% 50% 有 細

#3 横 7.5% 20% 150% 無 太

#4 横 5% 20% 100% 無 細

#5 横 2.5% 30% 0% 無 太

#6 横 0% 30% 50% 無 細

#7 縦 5% 30% 150% 有 太

#8 縦 7.5% 30% 100% 有 細

#9 縦 7.5% 50% 0% 無 細

#10 縦 5% 50% 50% 無 太

#11 横 0% 50% 150% 有 細

#12 横 2.5% 50% 100% 有 太

#13 横 5% 40% 0% 有 細

#14 横 7.5% 40% 50% 有 太

#15 縦 2.5% 40% 150% 無 細

#16 縦 0% 40% 100% 無 太

「配置」は画像と本文の配置を表し、縦と横の 2水準とした。なお、この予備実験

では横配置のときは画像を画面の右側に配置した。「余白」は本文と画像の間と画面の

端に設ける余白を表し、0%、2.5%、5.0%、7.5%の 4水準とした。「画像ブロックサイ

ズ」は画像が画面に占める割合を表し、20%、30%、40%、50%の 4水準とした。「言語

間の余白」は言語と言語の余白を表し、0%、50%、100%、150%の 2水準とした。本実

験とレイアウト因子と同じなので詳細は省略する。「太さの変化」は文字の太さの変化

の有無を表し、有、無の 2水準とした。「日本語の太さ」は日本語の太さを表し、太、

細の 2水準とした。太さの変化を無、日本語の太さを太に設定した場合、本文には源

真ゴシックP Regular（日本語・中国語・英語）とMalgun Gothic Semilightの太字体

（韓国語）を使用した。太さの変化を有、日本語の太さを太に設定した場合、本文には

源真ゴシック P Regular（日本語）と源真ゴシック P ExtraLight（中国語・英語）と
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Malgun Gothic Semilightの太字体（韓国語）を使用した。太さの変化を無、日本語の

太さを細に設定した場合、本文には源真ゴシック P ExtraLight（日本語・中国語・英

語）とMalgun Gothic Semilight（韓国語）を使用した。太さの変化を有、日本語の太

さを細に設定した場合、本文には源真ゴシック P ExtraLight（日本語）と源真ゴシッ

ク P Regular（中国語・英語）とMalgun Gothic Semilight（韓国語）を使用した。ま

た、見出し部分のフォントは源真ゴシックP Heavy（日本語・中国語・英語）とMalgun

Gothicの太字体（韓国語）で固定した。使用したコンテンツの例を図A.6に示す。

12

伏見稲荷大社
伏見稲荷大社は京都市伏見区にある神
社です。境内にある約1万基の鳥居｢千

本鳥居｣が有名です。
Fushimi-Inari Shrine

Fushimi Inari Shrine is a shrine in Fushimi-
ku, Kyoto-shi.  It is famous for about 10,000 

torii “Senbon torii” in the precincts.

후시미이나리타이샤는교토시후시
미구에있는신사입니다.  경내에있는약 1 
만개의도리이‘천개도리’가유명합니다.

伏見稻荷大社
伏見稻荷神社是京都市伏見區的神社◦它

以在區內約10,000鳥居“千本鳥居”而聞名◦

Photo by Co0316co

Photo by Co0316co

Photo by I, KENPEI

図 A.6: 6回目の予備実験に用いたコンテンツの例 (#13)

A.6.2 結果

5人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

配置は縦配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.18, p = 0.68)。画面端の余白は 5.0%、7.5%、2.5%、0%の順番に見やすいと評価さ

れたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 0.92, p = 0.46)。画像ブロックサ

イズは 40%、50%、30%、20%の順番に見やすいと評価されたが、有意傾向は確認さ

れなかった (F (3, 12) = 0.81, p = 0.51)。言語間の余白は 100%、150%、50%、0%の

順番に見やすいと評価され、有意差が確認された (F (3, 12) = 4.85, p = 0.02)。とく

に、Tukeyの検定によって 150%と 100%が 0%に対して有意に見やすいと評価された

(p¡0.05)。太さの変化は有のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかっ
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た (F (1, 14) = 0.34, p = 0.57)。日本語の太さは太のほうが見やすいと評価されたが、

有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.56, p = 0.46)。

A.7 7回目予備実験

A.7.1 レイアウト因子

レイアウト因子の組み合わせを表A.7に示す。用いた因子と組み合わせは全て本実

験と同じであるため、詳細は省略する。

表 A.7: 7回目の予備実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え

#1 縦 0% 20% 0% 中央

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央

#3 横 2.5% 50% 0% 左

#4 横 0% 40% 50% 左

#5 横 0% 30% 150% 中央

#6 横 2.5% 20% 100% 中央

#7 縦 2.5% 40% 150% 左

#8 縦 0% 50% 100% 左

#9 縦 7.5% 30% 150% 左

#10 縦 5.0% 20% 100% 左

#11 横 5.0% 40% 150% 中央

#12 横 7.5% 50% 100% 中央

#13 横 7.5% 20% 0% 左

#14 横 5.0% 30% 50% 左

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央

提示したコンテンツのテーマは観光地情報、災害時案内（地図なし）、災害時案内（地

図あり）、食文化紹介とした。使用したコンテンツの例をそれぞれ図 A.7、A.8、A.9、

A.10に示す。
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伏見稲荷大社
伏見稲荷大社は京都市伏見区にある神社です。境内にある約1万基の鳥居｢千本鳥居｣が有名です。

Fushimi-Inari Shrine
Fushimi Inari Shrine is a shrine in Fushimi-ku, Kyoto-shi.  It is famous for about 10,000 torii “Senbon torii” in 

the precincts.

후시미이나리타이샤는교토시후시미구에있는신사입니다.  경내에있는약1 만개의도리이‘천개도리’가유명합니다.

伏見稻荷大社
伏見稻荷神社是京都市伏見區的神社◦它以在區內約10,000鳥居“千本鳥居”而聞名◦

Photo by Co0316co Photo by Co0316co Photo by I, KENPEI

図 A.7: 7回目の予備実験に用いた観光地情報コンテンツの例 (#16)

地震が起きたら…
もし地震が起きたら、急に外に出たりせ
ず揺れがおさまるまで机やかばんで頭部
を守りましょう。揺れがおさまったら安

全な道を通って避難しましょう。

If an earthquake occurs...
If an earthquake occurs, let‘s 

protect your head with a desk or 
bag until the shake stops without 

going out. Let’s evacuate through a 
safe route once the shake ends.

만약지진이일어나면갑자기밖으로
나오거나하지않고흔들림이멈출때까지
책상이나가방으로머리를보호합시다. 
흔들림이가라앉으면안전한통행을

통해서대피합시다.

如果發生地震......
如果發生地震，讓我們用桌子或包保
護您的頭部，直到震動停止而不會外
出◦一旦震動結束，讓我們通過安全

路線撤離◦

11

図 A.8: 7回目の予備実験に用いた災害時案内（地図なし）コンテンツの例 (#12)
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地震が起きたら…
もし地震が起きたら、急に外に出たりせず揺れがおさまるまで机やかばん

で頭部を守りましょう。揺れがおさまったら安全な道を通って避難しま
しょう。

If an earthquake occurs...
If an earthquake occurs, let‘s protect your head with a desk or bag 
until the shake stops without going out. Let’s evacuate through a 

safe route once the shake ends.

만약지진이일어나면갑자기밖으로나오거나하지않고흔들림이멈출
때까지책상이나가방으로머리를보호합시다. 흔들림이가라앉으면안전한

통행을통해서대피합시다.

如果發生地震......
如果發生地震，讓我們用桌子或包保護您的頭部，直到震動停止而不會

外出◦一旦震動結束，讓我們通過安全路線撤離◦

5

図 A.9: 7回目の予備実験に用いた災害時案内（地図あり）コンテンツの例 (#6)

0

和菓子のご紹介
日本には色とりどりの伝統的なお菓子「和菓子」があります。

店舗情報は画面内のQRコードから見ることができます。
Introduction of Japanese confectionery

There are colorful traditional sweets "Japanese sweets" in Japan. Store 
information can be seen from the QR code on the screen.

일본에는형형색색의전통과자 "과자"가있습니다. 
점포정보는화면의QR 코드에서볼수있습니다.

日本糖果介紹
日本有豐富多彩的傳統糖果“日本糖果”◦
可以從屏幕上的QR碼看到商店信息◦

図 A.10: 7回目の予備実験に用いた食文化紹介コンテンツの例 (#1)
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A.7.2 結果

4人の実験参加者を対象に実験を行った。各レイアウト因子について、結果を示す。

A.7.3 観光地情報

配置は縦配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.71, p = 0.41)。画面端の余白は 5.0%、2.5%、7.5%、0%の順番に見やすいと評価さ

れたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 1.95, p = 0.18)。画像ブロック

サイズは 40%、30%、50%、20%の順番に見やすいと評価され、有意差が確認された

(F (3, 12) = 3.92, p = 0.04)。とくに、Tukeyの検定によって**%が**%に対して有意

に見やすいと評価された (p¡0.05)。言語間の余白は 150%、50%、100%、0%の順番に

見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 1.64, p = 0.23)。

文字揃えは左揃えのほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった

(F (1, 14) = 0.02, p = 0.90)。

A.7.4 災害時案内（地図なし）

配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.65, p = 0.43)。画面端の余白は 5.0%、2.5%、0%、7.5%の順番に見やすいと評価され

たが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 1.81, p = 0.20)。画像ブロックサイズ

は 30%、50%、40%、20%の順番に見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されな

かった (F (3, 12) = 1.41, p = 0.29)。言語間の余白は 50%、150%、100%、0%の順番に

見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 0.44, p = 0.73)。

文字揃えは左揃えのほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった

(F (1, 14) = 0.02, p = 0.90)。

A.7.5 災害時案内（地図あり）

配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.97, p = 0.34)。画面端の余白は 5.0%、2.5%、0%、7.5%の順番に見やすいと評価され、

有意傾向が確認された (F (3, 12) = 2.64, p = 0.097)。画像ブロックサイズは 30%、40%、

20%、50%の順番に見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) =

1.49, p = 0.27)。言語間の余白は 150%、50%、100%、0%の順番に見やすいと評価された
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が、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 1.03, p = 0.42)。文字揃えは左揃えのほう

が見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) = 0.16, p = 0.70)。

A.7.6 食文化紹介

配置は横配置のほうが見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (1, 14) =

0.26, p = 0.62)。画面端の余白は 5.0%、0%、7.5%、2.5%の順番に見やすいと評価され、

有意傾向が確認された (F (3, 12) = 1.07, p = 0.40)。画像ブロックサイズは 40%、30%、

50%、20%の順番に見やすいと評価されたが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) =

1.71, p = 0.22)。言語間の余白は 150%、50%、100%、0%の順番に見やすいと評価され

たが、有意傾向は確認されなかった (F (3, 12) = 1.63, p = 0.23)。文字揃えは左揃えの

ほうが見やすいと評価され、有意差は確認された (F (1, 14) = 4.64, p = 0.049)。
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付録 B Thurstoneの一対比較法

B.1 サーストンの一対比較法

サーストンの一対比較法とは、複数の評価対象から任意の 2つの対象を取り出し比

較し、全ての比較結果から評価対象を評価する一対比較法の中でも、「はい/いいえ」な

どの二者択一で回答させる方法である。ここで、評価する対象を「刺激」と呼び、比較

時に評価対象から取り出した 2つの刺激を「対」と呼ぶ。

n個の刺激があり、そこから対 (j, k) を作成する (j, k = 1, 2, · · · , n)。対 (j, k)に対

して、j、kのどちらかを評価者に選択させたとき、jが選択された確率を pjkとする。

各対 (j, k)について、N回の独立な比較判断を行ったとする。刺激 jが与えられるたび

に、間隔尺度上に尺度値 sjを与える。ここで、sjは、平均 SD(j)、標準偏差 σjの正規

分布に従う確率変数と仮定すると、

sj : N [SD(j), σ
2
j ] (B.1)

と表現できる。また、sjk = sj − skとすれば、sjkも確率変数であり、式B.1よりその

分布は

sjk : N [SD(j)− SD(k), σ
2
jk] (B.2)

と書ける。ここで、σjと σkの相関係数を ρjkとすると、

σ2
jk = σ2

j + σ2
k − 2ρjkσjσk (B.3)

が成り立つ。したがって、対 (j, k) に対して jが選択される確率を pjkとすれば、

pjk = Pr{sjk > 0} =
1√

2πσjk

∫ ∞

0

exp
[
−{y − (SD(j)− SD(k))}2

2σjk

]
dy (B.4)

で与えられる。一方、標準正規分布N(0, 1)を考え、

pjk =
1√
2π

∫ ∞

xjk

exp(−x2

2
)dx (B.5)

とおけば、式B.3からB.5より、

SD(k)− SD(j) = xjkσjk = xjk(σ
2
j + σ2

k − 2ρjkσjσk)
1/2 (B.6)
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である。ここで、σjと σkの相関係数 ρjkについて、ρjk = 0とし、sjの標準偏差 σjも

どの jにおいても一定の値 σ をもつものとすると、式B.6より、

SD(k)− SD(j) = xjkσ
√
2 (B.7)

となる。このとき、sjkの標準偏差 σ
√
2 = 1とすると、

xjk = SD(k)− SD(j) (B.8)

となる。したがって、実測値 xjkから SD(k)を求めるには、最小二乗法より

Q =
∑
j

∑
k

{xjk − SD(k) + SD(j)}2 (B.9)

を最小にする SD(k)を定めれば良い。

∂Q

∂SD(k)
= −2

∑
j

{xjk − SD(k) + SD(j)} (B.10)

より、 ∑
j

{xjk − SD(k) + SD(j)} = 0 (B.11)

となる。n個の SD(j)の平均を原点とすると∑
j

SD(j) = 0 (B.12)

となるため、式B.11、B.12より、SD(k)は次の式で与えられる。

SD(k) =
1

n

n∑
j=1

xjk (B.13)

B.2 ギューリクセンの方法

式B.4からわかるように、pjkが 1または 0となったとき、xjkは+∞または −∞ と

なり、xjkを要素とする行列Xに欠測値が出てしまう。このような不完備なデータに

対する計算法として、ギューリクセンの方法が挙げられる。

Xが不完備行列で、その中に数値の存在しない空欄を含む場合、式B.11は、

nk∑
j

{xjk − SD(k) + SD(j)} = 0 (B.14)
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と表せる。ただし、Xの k列に存在する xjkの数を nkとし、xjj は数えない。した

がってこれを行列で表すと、

Z = MS (B.15)

と書ける。ただし、

Z =



n1∑
j

xj1

n2∑
j

xj2

...
nn∑
j

xjn


(B.16)

S =


SD(1)

SD(2)
...

SD(n)

 (B.17)

また、Mは、その主対角線に nk、それ以外の欄には、xjkが存在するところには−1、

欠測値となっているところには 0を入れた n × nの対称行列である。ここで、例えば

SD(1) = 0として、尺度 SDの原点を定義すると、行列 S、行列Zから、その一番上の

要素を除き、行列Mから、その第 1行、第 1列を除いた行列を考え、それぞれS1、Z1、

M11と書けば、式B.15は

S1 = M−1
11 Z1 (B.18)

と書ける。これにより、SD(1)を原点においた SD(k)(k ≥ 2)の数値が求まる。
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付録 C 視認性の評価に用いたコンテンツの一覧

視認性の評価実験では、観光地情報・災害時案内・食文化紹介のテーマごとにL16(2
15)

直交表を用いて、「配置」「余白」「画像ブロックサイズ」「言語間の余白」「文字揃え」

の 5つのレイアウト因子を変更し、表C.1に示す 16パターンのコンテンツをそれぞれ

用意した。以下では、各テーマにおいた提示したコンテンツを示す。

表 C.1: 視認性評価実験に用いたコンテンツのレイアウト
レイアウト因子

番号 配置 余白 画像ブロックサイズ 言語間の余白 文字揃え

#1 縦 0% 20% 0% 中央

#2 縦 2.5% 30% 50% 中央

#3 横 2.5% 50% 0% 左

#4 横 0% 40% 50% 左

#5 横 0% 30% 150% 中央

#6 横 2.5% 20% 100% 中央

#7 縦 2.5% 40% 150% 左

#8 縦 0% 50% 100% 左

#9 縦 7.5% 30% 150% 左

#10 縦 5.0% 20% 100% 左

#11 横 5.0% 40% 150% 中央

#12 横 7.5% 50% 100% 中央

#13 横 7.5% 20% 0% 左

#14 横 5.0% 30% 50% 左

#15 縦 5.0% 50% 0% 中央

#16 縦 7.5% 40% 50% 中央
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C.1 観光地情報のコンテンツ

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

1 縦 0% 20% 0行 中央

図 C.1: 観光地情報#1のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

2 縦 2.5% 30% 0.5行 中央

図 C.2: 観光地情報#2のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

3 横 2.5% 50% 0行 左

図 C.3: 観光地情報#3のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

4 横 0% 40% 0.5行 左

図 C.4: 観光地情報#4のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

5 横 0% 30% 1.5行 中央

図 C.5: 観光地情報#5のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

6 横 2.5% 20% 1行 中央

図 C.6: 観光地情報#6のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

7 縦 2.5% 40% 1.5行 左

図 C.7: 観光地情報#7のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

8 縦 0% 50% 1行 左

図 C.8: 観光地情報#8のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

9 縦 7.5% 30% 1.5行 左

図 C.9: 観光地情報#9のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

10 縦 5% 20% 1行 左

図 C.10: 観光地情報#10のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

11 横 5% 40% 1.5行 中央

図 C.11: 観光地情報#11のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

12 横 7.5% 50% 1行 中央

図 C.12: 観光地情報#12のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

13 横 7.5% 20% 0行 左

図 C.13: 観光地情報#13のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

14 横 5% 30% 0.5行 左

図 C.14: 観光地情報#14のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

15 縦 5% 50% 0行 中央

図 C.15: 観光地情報#15のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

16 縦 7.5% 40% 0.5行 中央

図 C.16: 観光地情報#16のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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C.2 災害時案内のコンテンツ

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

1 縦 0% 20% 0行 中央

図 C.17: 災害時案内#1のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

2 縦 2.5% 30% 0.5行 中央

図 C.18: 災害時案内#2のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

3 横 2.5% 50% 0行 左

図 C.19: 災害時案内#3のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

4 横 0% 40% 0.5行 左

図 C.20: 災害時案内#4のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

C–11



＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

5 横 0% 30% 1.5行 中央

図 C.21: 災害時案内#5のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

6 横 2.5% 20% 1行 中央

図 C.22: 災害時案内#6のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

7 縦 2.5% 40% 1.5行 左

図 C.23: 災害時案内#7のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

8 縦 0% 50% 1行 左

図 C.24: 災害時案内#8のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

9 縦 7.5% 30% 1.5行 左

図 C.25: 災害時案内#9のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

10 縦 5% 20% 1行 左

図 C.26: 災害時案内#10のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

11 横 5% 40% 1.5行 中央

図 C.27: 災害時案内#11のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

12 横 7.5% 50% 1行 中央

図 C.28: 災害時案内#12のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

13 横 7.5% 20% 0行 左

図 C.29: 災害時案内#13のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

14 横 5% 30% 0.5行 左

図 C.30: 災害時案内#14のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

15 縦 5% 50% 0行 中央

図 C.31: 災害時案内#15のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

16 縦 7.5% 40% 0.5行 中央

図 C.32: 災害時案内#16のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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C.3 食文化紹介のコンテンツ

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

1 縦 0% 20% 0行 中央

図 C.33: 食文化紹介#1のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

2 縦 2.5% 30% 0.5行 中央

図 C.34: 食文化紹介#2のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

3 横 2.5% 50% 0行 左

図 C.35: 食文化紹介#3のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

4 横 0% 40% 0.5行 左

図 C.36: 食文化紹介#4のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

5 横 0% 30% 1.5行 中央

図 C.37: 食文化紹介#5のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

6 横 2.5% 20% 1行 中央

図 C.38: 食文化紹介#6のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

7 縦 2.5% 40% 1.5行 左

図 C.39: 食文化紹介#7のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

8 縦 0% 50% 1行 左

図 C.40: 食文化紹介#8のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

9 縦 7.5% 30% 1.5行 左

図 C.41: 食文化紹介#9のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

10 縦 5% 20% 1行 左

図 C.42: 食文化紹介#10のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

11 横 5% 40% 1.5行 中央

図 C.43: 食文化紹介#11のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

12 横 7.5% 50% 1行 中央

図 C.44: 食文化紹介#12のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

13 横 7.5% 20% 0行 左

図 C.45: 食文化紹介#13のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

14 横 5% 30% 0.5行 左

図 C.46: 食文化紹介#14のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

15 縦 5% 50% 0行 中央

図 C.47: 食文化紹介#15のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃ 配置 画面端の余白 画像ブロック 言語間の余白 文字揃え

16 縦 7.5% 40% 0.5行 中央

図 C.48: 食文化紹介#16のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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付録 D 可読性評価のスクリーニング前の文章群

D.1 スクリーニングについて

4章の可読性評価実験では、文章の内容が読み時間に影響することを考慮して、事

前に文章のスクリーニングを実施した。スクリーニングでは、観光客向けの文章を日

本語で 160文用意した。スクリーニングでは用意した文章をレイアウト因子を変更せ

ずに表示してカテゴリ識別課題を実施した。図D.1にスクリーニングで提示したコン

テンツの例を示す。スクリーニングで用いたコンテンツは文字サイズは 1文字あたり

0.57度の視野角、字詰めは 0%、行間は 150%、1行あたり文字数は 20字で固定した。

スクリーニングの流れは 4と同様であった。まず注視点を 1.0秒表示したあと、課題

スライドを表示した。参加者は表示された本文の属するカテゴリがわかった時点で手

元のキーボードのスペースキーを押す。すると選択肢の画面に切り替わり、参加者は

正解だと思う選択肢に対応するキーを押す。押下後、選んだ選択肢が 1.0秒間赤く表示

されてから次の課題に移る。なお、選んだ選択肢が赤く表示されている間は、手元の

キーボードのスペースキーを押すことで回答をキャンセルし選びなおすことが可能で

戦国武将 市元高圓の軌跡をたどるツアーを竹

平城では毎週末実施しております。ボランティ

アガイドによる案内を聞きながら、竹平城の魅

力と高圓の業績を体感しましょう。土曜日曜の

午後1時、竹平城集会所にご集合ください。

図 D.1: スクリーニングで提示したコンテンツの例
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ある。ここまでの流れを 1問とし、全ての課題に回答するまでこれを繰り返した。

京都大学の学生 10名がスクリーニングに参加し（一部の文章は 11名）、各文章の属

するカテゴリが回答されるまでの時間を測定した。ただし、文章を読む速度は人によっ

て大きく異なるため、カテゴリ識別課題の回答時間は参加者ごとに平均が 0、標準偏差

が 1となるよう標準化した。標準化の後、160文からカテゴリの正解率が 80%以上か

つ、読み時間の平均が 0.00 ± 0.29の範囲内に収まる 72文を評価実験に使用した。こ

うすることで、カテゴリの識別があまりにも簡単な文章や困難な文章を実験から除外

し、カテゴリ識別の難易度が近い文章を可読性の評価実験に用いることができる。な

お、評価者の知識の差によって回答時間の差が出ないようにするために、スクリーニ

ングに用いた文章は全て架空の観光情報とした。

D.2 文章群

以下には (a)見る（見るもの・見るところの紹介）、(b)食べる（食べるもの・食べる

ところの紹介）、(c)泊まる（泊まるところ・宿泊を伴うイベントの紹介）の 3つのカテ

ゴリの文章をそれぞれ記載する。なお、各文章の冒頭のスミ付き括弧部分は、その文

章の正答率・参加者ごとに標準化された回答時間の平均値・採用の可否を示したもの

であり、スクリーニングの際には表示されなかった情報である。

D.2.1 見る（見るもの・見るところの紹介）の文章

• 【100.0%, -0.01, 採用】 大桃山たんぼアートが期間限定公開中です。たんぼに色の異なる稲を植

えてさまざまな巨大イラストを作りました。鑑賞には大桃山ロープウェイが便利です。

• 【100.0%, -0.13, 採用】 今月最終週は三橋ランタンまつりがあります。三橋運動公園に和紙で手

作りされたランタンを多数設置し、三橋の夜を彩ります。今年の目玉は全長 100ｍの龍のランタ

ンです。

• 【100.0%, 0.04, 採用】ＵＦＯパレードが 4年ぶりに復活します。ＵＦＯの発見が多数報告された

わが町の町おこしイベントです。地元小学生が考えたオリジナルＵＦＯの乗り物が町を練り歩き

ます。

• 【100.0%, -0.30, 除外】動物園周遊パス発売中！ 県民限定で県内の動物園・水族館が 1ヶ月入場

し放題のパスを販売しております。パスの申請時、身分証明書と利用者の顔写真が必要です。

• 【100.0%, 0.19, 採用】 玉電マニアックツアー参加者募集中。玉電のレア車両や日本に数台しか

ないレア踏切など激レア設備を一気に見られます。解説には鉄道芸人でおなじみ大江車掌さんが

参加。
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• 【100.0%, -0.07, 採用】 週末のおでかけはぜひ鯨山へ。ハイキングコースは年中快適に登れるよ

うに整備されています。自然や景色を眺めながらハイキングを楽しみましょう。

• 【100.0%, -0.12, 採用】鳥洲港市場では氷像ショーを毎日やってるよ！ 職人さんが巨大な氷から

キレイな氷像を作っちゃうよ。鳥洲港市場特設ステージで毎日 13時スタート。

• 【100.0%, -0.19, 採用】「このカンジ、どんなカンジ！？」展開催決定!!日本にある珍しい、おも

しろい漢字をわかりやすい解説といっしょにご紹介する特別展です。奥深い漢字の世界をカンジ

よう！

• 【 90.9%, 0.25, 採用】 日本駄菓子館はなつかしの駄菓子に関する資料館です！ おなじみの駄菓

子から超レアモノ駄菓子まで資料や展示が充実！ 併設の駄菓子の販売スペースには限定品もあり

ます！

• 【100.0%, -0.19, 採用】 安川町出身の漫画家・永山たつき先生の業績を記した永山たつき記念館

があります。永山たつき先生の原稿や職場を再現したジオラマなどを展示しております。

• 【100.0%, 0.39, 除外】「『合戦場のアリア』の世界展」が県立博物館にやってくる！ 2018年に放

映されたアニメ『合戦場のアリア』の世界を全身で体感。美しい原画や制作の舞台裏など、ファ

ン必見です！

• 【100.0%, 0.81, 除外】伝説の実演販売師・ウルフ大上さんが水野百貨店で実演販売イベントを開

催！ 各ショップの注目の品々をウルフが使う！ 魅せる！ ほめちぎる！ 実演のあとはサイン会

もあります！

• 【100.0%, 1.23, 除外】森駿先生の夏休み特別講演「お子様のタイプでみるモチベーションの作り

方」を中山市民ホールでおこないます。有名進学塾講師の森駿先生がお子様の勉強に悩めるご家

族にアドバイスを提供します。先着 300名様限定です。ご応募は中山市こどもサポート課まで。

• 【100.0%, -0.89, 除外】 にいやま動物園で冒険！ 探検！ 大発見！ 　おなじみのパンダ・メイメ

イとリンリンのほか、リニューアルオープンした爬虫類館の爬虫類たちがみんなを待ってるよ！

• 【100.0%, 0.19, 採用】戦国武将　市元高圓の軌跡をたどるツアーを竹平城では毎週末実施してお

ります。ボランティアガイドによる案内を聞きながら、竹平城の魅力と高圓の業績を体感しましょ

う。土曜日曜の午後 1時、竹平城集会所にご集合ください。

• 【100.0%, -0.04, 採用】「ことりちゃん」を探せ！ 小渡空港イメージキャラクター「ことりちゃ

ん」が空港内にたくさんかくれているよ。旗を持った「ことりちゃん」を見つけてキーワードを

推理しよう！

• 【100.0%, 0.21, 採用】寺社マニアとして有名な落語家・南多亭愛道さんといっしょに寺社を巡っ

てみませんか。有名寺社の基礎知識からマニアな見所まで愛道さんが徹底解説。応募多数の場合

は抽選となります。
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• 【100.0%, -0.26, 採用】ハイキングは若苗山に行こう！ 展望台からは季節ごとに鮮やかな景色を

眺めることができます。山頂の天山寺は今月に限り拝観無料です！ ロープウェイもあるので片道

登山でも OK！

• 【100.0%, 0.17, 採用】 志広村役場×大喜利！？ 人気お笑いコンビの影法師ズさん、おうちごっ

こさん出演の町おこし大喜利ライブ開催！ 志広村村長も参戦！ 面白い案は実際に志広村が実現

します。

• 【100.0%, 0.00, 採用】七原川いきもの観察ツアーことしも開催。七原川の多様な生態を親子で学

びませんか。七原大学農学部の水澤先生による解説で大人も子どもも楽しめます。

• 【100.0%, 0.17, 採用】 大川原ショッピングモールに VRランドオープン！ 最新の VRホラーは

もちろん、AR宝探しやVR地震体験など、コンテンツもりだくさん！ ※ 12歳以下の方、高齢者

の方は利用できるコンテンツに制限があります。

• 【100.0%, -0.22, 採用】定良寺の国宝・兎玉像が特別公開されます。兎玉像は室町時代の彫刻家・

篤海が製作した玉に乗る兎の木彫り像です。参拝料はおとな 500円、こども 200円。みなさまの

ご参拝をお待ちしております。

• 【100.0%, 0.06, 採用】映画館キネマパノラマでは開館 50年を記念して、1969年の名作『オレゴ

ンにて』の応援上映を実施します。上映前には講談師の大沢小菊さんが『オレゴンにて』を解説。

初心者でも安心して応援ができます。

• 【100.0%, 0.07, 採用】地層博物館は地層に関する展示や楽しい体験教室で、大人から子供まで地

層について学ぶことができます。シーズンごとに様々な分野に関する特別展も開催。定休日は毎

週火曜日です。

• 【 81.8%, -0.79, 除外】人気番組「おいでよ西熊」の公開収録が 9月 6日に西熊文化会館で行われ

ます。司会の山本亮さん・百次郎さん・ゲストの西本あつむさん（演歌歌手）といっしょに西熊

の魅力を堪能しましょう。

• 【100.0%, 0.42, 除外】 キャンピングカー展覧会が上野展示場にやってくる！ キャンピングカー

をはじめ多種多様なアウトドア用品のメーカーが上野展示場に集結！ 販売業の方だけでなく、一

般の方の参加も大歓迎です。

• 【100.0%, -0.11, 採用】 安永城築城 500周年記念プロジェクションマッピング開催。安永城が歩

んだ 500年を 40台のプロジェクターと 100台のドローンで色鮮やかに表現します。12月 1日～

20日 19時～20時開催。雨天中止です。

• 【100.0%, -0.36, 除外】 ハナダ製造（株）では工場見学を随時受付しております。電卓など身近

な道具ができるまでの工程をわかりやすく、実際の機械を見ながら学べます。御予約はハナダ製

造（株）広報部まで。
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• 【 90.9%, -0.37, 除外】 このたび、松ノ海浜公園が「日本夕日百選」に選出されました！ 選出を

記念して、夕日展望台に特別フォトスポットを設置しました。ご家族、お友達でぜひお越しくだ

さい。

• 【100.0%, -0.21, 採用】 12月 7日、我が町の伝統「鹿追祭」を開催します。鎧兜を身につけた男

性たちが放たれた鹿を捕まえて翌年の豊穣を願う祭です。奇祭として名高い祭です。どうぞご覧

ください。

• 【100.0%, 0.00, 採用】上倉山天元寺はかの高僧・双海が開いたお寺です。天元寺境内や上倉山山

中には双海の軌跡に触れられる名所、名品が多数ございます。パワースポットとして若い方にも

人気のお寺です。

• 【100.0%, -0.01, 採用】 名洋電鉄車庫見学ツアーを今年も開催します。毎日たくさんの人と貨物

を運ぶ名洋電鉄の安全性・快適性を支えている車庫でのお仕事を見てみませんか。ご予約はホー

ムページまで。

• 【100.0%, 0.13, 採用】あの『やてみな』が四国上陸！ 人気の科学実験番組『やってみなサイエン

ス』のライブイベントが四国で上演決定！ 番組出演メンバーと一緒に科学の魅力を体験しよう！

※出演者は日によって異なります。

• 【100.0%, 0.14, 採用】 大阪木延橋・小鳥座では毎日レイトショー寄席を開催！ 人気芸人や若手

注目株のネタを格安で見るチャンス！ 仕事おわりにひと笑いしませんか。出演者情報は小鳥座レ

イトショーで検索！

• 【100.0%, 0.04, 採用】 Artificial Food Factoryは県内最大の食品サンプル工房です。食品サンプ

ル販売のほか、食品サンプル製作風景見学会や食品サンプル製作体験ワークショップも開催して

います。

• 【100.0%, -0.26, 採用】 プロの写真家に学ぼう！「映え」る写真テク講座を開催！ 写真家の鈴木

誠さんがスマホでもできる写真映えテクニックをみなさんに伝授します。コースは食べ物・人物・

風景の 3コース。ぜひご受講を！

• 【100.0%, -0.13, 採用】生涯で 50の国を転々とし、一度も本名を明かさなかった日本人画家アル

バート・カワキタの絵画展が県立美術館にやってきます。遺作「鳳梨を持つ女」は日本初公開です。

• 【100.0%, -0.14, 採用】 明治時代の政治家・山辺景政（やまのべかげまさ）の旧宅は当駅周辺の

名所です。宅内の随所に、政治家であり建築家でもあった景政のこだわりと足跡を見ることがで

きます。

• 【100.0%, -0.32, 除外】 市立こども科学館の今月の特別コーナーのテーマは「宇宙最前線」！ 宇

宙開発や宇宙物理学、宇宙哲学など宇宙に関する学問の歴史から最先端にいたるまでわかりやす

く紹介した展示を多数ご用意します。
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• 【100.0%, 0.34, 除外】 わが町・花山町の青葉地区が県主催の県民遺産に登録されました！ 青葉

地区は石畳の道と大正時代に建てられた住宅群が必見のスポットです！ 県民遺産登録記念イベン

トやセールも随意開催中。

• 【100.0%, 0.64, 除外】 鷲手山と南鷲手山を結ぶ巨大ジップラインがついに完成！ 鷲手の町と広

がる海を一望できる約 2分の空中散歩がここに実現！ 日本中から愛される絶景を迫力満点でお届

けします。

• 【 70.0%, 0.28, 除外】 特別展「おいしいアート展」開催決定。食べ物を題材にしたアート作品、

世界を驚かせた食品広告などが一挙集結。食でつながる世界の美学をお腹いっぱいご覧ください。

• 【100.0%, -0.10, 採用】 重機はくぶつかん「ＵＧＯ‐ＣＡＳ」が根川重機本社前にオープンしま

した。重機のしくみがわかる展示の見学や重機運転体験（要予約）が可能です。

• 【100.0%, -0.22, 採用】ばんないテレビ主催・わが町うた自慢大会　見学者募集！ 予選を勝ち抜

いた歌自慢たちが集合。司会の城山たけるさん、特別審査員のジョー・オカヤマさんのトークラ

イブもあります。

• 【100.0%, 0.18, 採用】井野鉄道は開通 50年を記念し、特別映像「いのてつの 50年」を井野駅で

公開しております。いのてつ開通当時の貴重映像などが見られます。おでかけは井野鉄道をご利

用ください。

• 【100.0%, -0.44, 除外】 はるかわアート展が市役所で開催されます。市内の小中学校や市民によ

るアート作品が展示されます。いちばんの見所は市役所広場に設置された巨大おにぎりです。

• 【100.0%, 0.03, 採用】「こども・おしごとてんらんかい」追加開催決定。小学生に人気のおしご

とをしている人たちが大集合！ 見て、聞いて、話して、おしごとのことをたくさん知ろう！

• 【100.0%, 0.30, 除外】 人気予備校教師長谷川ゆき先生の講演「長谷川先生も感動！ 脅威の中学

入試問題」開催！ 長谷川先生独自の切り口で大人もこどもも楽しめる入試問題を紹介します。

• 【100.0%, -0.79, 除外】 8年ぶりにわが県で皆既月食が見られます！ それを記念して県立科学館で

は皆既日食見学会を開催！ 12月 20日閉館時間～21時までの特別開催です。※要予約※雨天中止

• 【100.0%, -0.37, 除外】とみやま商店街には名物の大時計があります。毎日 12時、15時、18時、

21時はからくり時計が作動し、とみやまの町を表現した人形たちが元気に動きます。

• 【100.0%, -0.22, 採用】働くあなたにオススメ！ できるプレゼン講座がおこなわれます。講師に

はプレゼン指導のカリスマ・山本和真先生をお呼びしております。ご参加は水野文化会館まで。

• 【100.0%, 0.20, 採用】 大瀬スタジアムに「おもしろ観戦席」を設置!!おもしろ観戦席第 1弾は寝

そべりながら観戦できるマット席!!森山監督もびっくりの快適さ!!最高の観戦を楽しもう!!

• 【 90.9%, 0.15, 採用】 「食器見本市 2019」が南沢港プラザにやってきます！ 国内外の食器メー

カーが出展します！ 一般の方も大歓迎。食器の見所をわかりやすく解説するツアーも実施します。
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D.2.2 食べる（食べるもの・食べるところの紹介）の文章

• 【100.0%, 0.07, 採用】「ベリー・ベリアブル・ストロベリー」は日本中のイチゴを食べ歩いたイ

チゴ大好きパティシエによるイチゴ専門店です。メニューは取り寄せたイチゴによって日替わり

です。

• 【100.0%, 0.32, 除外】わけありレストラン「Tavelleva Ischo」はわけあり野菜専門レストラン！

見た目はいびつ、味は絶品！ フードロス削減運動の月例報告も実施！ 詳細はＨＰで！

• 【100.0%, -0.13, 採用】コレチーゾはこのたびリバジア共和国料理店としてリニューアル！ 店長

のふるさと・リバジアの料理をふるまいます。他国料理店にはない独特の味わいをご堪能あれ。

• 【100.0%, 0.56, 除外】県立塩の博物館に先日食堂が増築されました。地元名産品の塩を存分にい

かした料理をお楽しみいただけます。増築を記念して塩のレシピブックも新発売。

• 【 81.8%, 0.13, 採用】 山奥にひっそりと店を構える食堂「うさぎの里」にお越しください。おい

しいお食事とともに、日中は眺めが、夜はきれいな夜景と星空も楽しめます。

• 【100.0%, -0.22, 採用】元道荘では週替わり新メニューを続々提供中！ 変わり種ラーメンが毎週楽

しめます。元道荘ファンクラブ会員になるとレギュラーメニュー昇進投票の参加権も得られます！

• 【 72.7%, 0.16, 除外】日本には変わった自動販売機が多数あります。その場で茹でたうどんを提

供する自動販売機やおでんの缶詰を売っている自動販売機など。見かけたら御賞味あれ。

• 【100.0%, -0.26, 採用】 龍道亭本店は、本場の四川料理から創作料理までバリエーション豊かな

メニューがあなたのご来店をお待ちしています。10人～50人の貸切営業も行っております。ご予

約は電話でどうぞ。

• 【 90.9%, 0.49, 除外】五竹百貨店 8階イベント広場に五竹秋のパン祭りがオープン。あの町この

町の人気パン店が出店。試食回数券の購入でフロア中のパンが試食可能です。試食回数券は毎日

100枚限定販売。

• 【100.0%, 0.73, 除外】 丸姫のみそ工房ではみそ大試食会を随時開催。丸姫自慢のみそ約 30種類

がすべて試食できます。気に入ったみそはその場で購入可能。予約必須です。2日前までにご予約

ください。

• 【100.0%, -0.55, 除外】ワニ、カンガルー、ハト……全部食べられます。わが「奇食倶楽部」では

世界の奇食材を取り揃えております。絶品から珍品まで、幅広い料理の世界をお楽しみください。

• 【 90.9%, 1.27, 除外】お土産にお困りですか？ ならば「お菓子の巡月堂」にお越しください。他

では見られない素敵なお菓子が多数ございます。写真映えする一品から通をうならせる逸品まで、

お土産は「お菓子の巡月堂」へどうぞ。

• 【100.0%, -0.13, 採用】川崎商店街では食べ歩きラリーを開催！ 登録店の食べ歩きメニューを食

べてスタンプを集め、豪華景品をゲットしよう！ 応募締切は今月末まで！ 皆様のご応募、お待

ちしております！
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• 【 81.8%, -0.05, 採用】 おつまみフェス近畿初上陸！ 全国のよりすぐりのおつまみを試食・購入

できるビッグイベントです。土曜はノンアルコール開催、日曜はビアガーデン併設です！

• 【100.0%, -0.60, 除外】 焼肉すずめの食べ放題はお一人様でも個室で安心。一人なら好きなもの

だけ延々頼んでも大丈夫。格安の 5種類限定プランもあります。ただし食べ残しにはご注意を。

• 【 90.9%, 0.08, 採用】 オオノ・ブーランジュリは焼き立てのパンのほか、地元農家でとれたくだ

ものを使ったジャムなどを販売しております。地元ブランドのいちご「まちあかり」を使ったジャ

ムはお土産にも最適です。

• 【100.0%, -0.58, 除外】 ルデ＝クレープは新感覚のクレープです。しっとり生地とサクサク生地

の二層構造がクレープの新境地を生み出します。トッピングやソースの組み合わせも自由自在。

• 【100.0%, -0.16, 採用】 レストランふじは「野菜もしっかり採れる」を合言葉に野菜たっぷりの

メニューを取り揃えております。地元で採れた新鮮な野菜をシェフが直接買いつけて作ったこだ

わりの料理をどうぞ。

• 【100.0%, 0.49, 除外】平辺駅地下の和食通りは和食だらけのレストラン街。入口の総合案内所は

8カ国語対応で和食が始めての方でも安心して和食を楽しめます。和食カタログも 8カ国語で好評

販売中。

• 【100.0%, -0.68, 除外】ミタキバーガーはおいしいハンバーガーを年中無休でご提供。パーティー

メニュー・デリバリーメニューもあります。普段のお食事も特別なごちそうもミタキバーガーへ！

• 【100.0%, -0.31, 除外】こだわりロースの店「よし乃」は毎日 18時～21時営業。こだわりすぎて

仕込みに時間がかかり 3時間しか営業できないんです。その日のお肉がなくなり次第閉店します。

• 【100.0%, 0.24, 採用】特急「うみかぜ」に食堂車が導入されました。終点洲崎の海で採れたおい

しい魚介類を使った「うみ」コースと沿線農家の野菜を使った「かぜ」コースの 2種類をご用意。

特急券とは別に予約が必要です。

• 【 81.8%, -0.41, 除外】 いちご狩りのシーズン到来！ サンタマリア農園では今年もいちご狩りを

行います。いちごが 2時間狩り放題・食べ放題。貸切営業も実施します。※動きやすい服装でお

越しください。

• 【100.0%, -0.49, 除外】 ラーメンの桃太郎では新メニュー「食べ比べコース」を期間限定で実施

しております。当店自慢の 8種類のラーメンを 1/8人前ずつ楽しむことができます。1日数量限

定（スープが 1種類でも切れたら終了）です。

• 【100.0%, 0.44, 除外】ジャングル森沢先生のサバイバル料理教室開催！ 著書「無人島グルメ」で

おなじみのジャングル森沢先生が調理器具を使わないジャングル料理をレクチャー。ワイルドに

作って、美味しく食べよう！
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• 【100.0%, -0.67, 除外】 焼き肉「シャトー」では期間限定で食べ放題メニューにかき氷を追加し

ます。デザートとして楽しむのもOKですが、店長のオススメはかき氷の牛肉巻き！ ぜひお試し

ください！

• 【 90.9%, 0.02, 採用】とみの青果店ではワケあり果物・ワケあり野菜を大量取り扱い中。形が悪

くランク落ちしたブランド果物やブランド野菜を多数入荷しております。名蘭商店街入ってすぐ、

リンゴの看板が目印です。

• 【100.0%, -0.19, 採用】地産地消フェス開催間近！ 地元のおいしいグルメ・食材を満喫できます。

地元の隠れた名店、お気に入りの食材が見つかるチャンスかも？ チケットは各種プレイガイドで

販売中です。

• 【100.0%, -0.09, 採用】「すてきなげんきをあなたにも。」げんき食堂は年中無休で営業中。おな

じみの名物メニューやお得なサービスランチを元気いっぱい提供しております。※年末年始は短

縮営業となります。

• 【100.0%, -0.31, 除外】 レストランほたるはハンバーグメニューを中心にしたファミリーレスト

ランです。いろいろな種類のハンバーグがあなたを待っています。この周辺には池野本店と川沿

店があります。

• 【100.0%, -0.84, 除外】 パル精肉店はおなじみのお肉から特殊部位まで幅広い商品を取り扱いし

ております。提携農場も多数、お取り寄せや大量注文も可能です。パーティーや学園祭にはぜひ

パル精肉店をご用命ください！

• 【100.0%, -0.89, 除外】 みなと寿司、全国進出中！ 回転寿司チェーンのみなと寿司は現在 24都

府県に進出！ 社長来店イベントも定期開催中！ 日本全国においしい寿司と笑顔を届けます！

• 【100.0%, -0.94, 除外】とんかつの「尚かつ」味とスピードが自慢！ 独自の製法で、注文からたっ

たの 3分で揚げたてとんかつをご提供！ 忙しいお昼休みも「尚かつ」のとんかつで元気なお昼ご

飯を！

• 【100.0%, -0.24, 採用】スマホが食べられる！？ おおはらケーキ店はスマートフォンそっくりの

ケーキが大人気！ お土産・サプライズなどにピッタリの 1品です！ そっくりケーキのオーダー

メイドも受付中です。

• 【 80.0%, -0.15, 採用】 おおかわ農場では毎年 5月,11月に野菜収穫体験を実施しています。収

穫した野菜はとれたてのままバーベキューでお召し上がりいただけます。お持ち帰りも可能です。

ご予約は公式ホームページにて。

• 【100.0%, 0.50, 除外】駅前商店街特別イベント「どんぶり商店街」開催中です。お米の入ったど

んぶりを持って商店街を歩き、気になる食材を好きなだけ盛れちゃう新感覚食べ歩きイベントで

す。商工会本部にお越しください。
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• 【 90.0%, 0.46, 除外】 こどもの頃のワクワクが今ここに！ 八島グランドホテルにて「お祭りメ

シバイキング」開催決定！ わた菓子、ベビーカステラ、焼きそばなどお祭り屋台でおなじみのメ

ニューが食べ放題！

• 【100.0%, -0.84, 除外】春寅は創業 50年の伝統の業が生きるうどん店です。50年変わらない味の

きつねうどん、とっても豪華な天ぷらうどん、ヘルシーメニューとして人気の野菜たっぷりうど

んなどがあります。

• 【 90.0%, 0.35, 除外】仙浜で魚釣りを楽しんだ後は、割烹さざなみにご来店ください。釣った魚

を当店の板前が調理するサービスを実施しております。ご予約の方には釣果に応じたプレゼント

もご用意しております。

• 【100.0%, -0.30, 除外】リオ・コメダルでは期間限定ドカ盛りメニューを多数用意！ 10人分の量

を 5人分料金で頼める！ さらに！！ 15分で食べきれたら無料の超チャレンジメニュー※も！！！

※挑戦はお 1人様限定です。

• 【100.0%, -0.30, 除外】 海鮮丼の専門店「海の幸」は当店店長が朝の魚市場で競り落としてきた

新鮮な魚をご提供しております。夜のサービスタイムは割引価格でご提供。財布と地球にやさし

いお店です。

• 【 80.0%, 0.37, 除外】 宮本記念ホールに「世界ごちそう博覧会」がやってくる！ 日本ではめっ

たに見られないあの国、この国のおめでたいごちそうをその国の料理人が調理！ 初体験もりだく

さんの試食イベントです。

• 【100.0%, -0.27, 採用】 「あおいそら」では雨の日サービス定食を実施中。雨の日に定食をご注

文の方にはデザートをサービスいたします。晴れの日もサービスランチがお得です。

• 【 90.9%, 0.31, 除外】 駅前すぐ「3 Min. for Preasure」はインスタントフード専門の食堂です。

日本・世界各地から取り寄せたインスタント食品を楽しめます。お土産にも最適です!

• 【100.0%, 0.18, 採用】まっくろ食堂が駅前第 3ビル 4階にオープンしました。その名の通り、提

供する料理は全て真っ黒です。見た目は暗闇、味は絶品。不思議な飲食体験をどうぞ。

• 【100.0%, -0.16, 採用】そうめんの町・木ノ川で流しうどん大会を実施します。今大会は「流しそ

うめんを食べる人の数」で世界記録に挑戦します。現在参加者募集中。参加者全員そうめん 1玉

食べられます。

• 【100.0%, -0.29, 除外】 創作ダイニングみてじまでは毎月第 1金曜日に巨大かつ丼の会を行って

います。約 50人前の巨大丼に盛ったかつ丼をみんなで食べよう！ 残った分はお持ち帰り OK！

• 【 72.7%, 0.60, 除外】 一人暮らしの方必見の料理教室開催！ 普段なら捨ててしまう大根の端な

ど、栄養を損なく摂れる調理法を伝授します。作った料理はその場で召し上がれます。問合せは

市民カルチャークラブまで。
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• 【100.0%, -0.11, 採用】 どうぶつえんレストランに新メニュー「ライオンカレー」が登場！ 本物

そっくりのこだわりの造形！ 目で舌でおいしいメニューが皆様のご来園をお待ちしています。

• 【 90.9%, -0.06, 採用】 昭和バー「1926-1989」は昭和の音楽とおいしいお食事が楽しめるお店で

す。火曜日は洋楽デー、水曜日は 50-60年代デー、木曜日は 70～80年代デーです。平成生まれの

方も大歓迎。

• 【100.0%, -0.26, 採用】餃子のカメヤマは餃子一筋 30年。メニューを餃子だけに絞ることで「安

い！ 旨い！ 大きい！」を実現。お持ち帰りもOK。パーティーセット（10人前）のご注文は 5日

前の予約が必要です。

• 【 90.9%, 0.43, 除外】角内味覚研究所では、独自技術で「焼肉味ゼリー」「寿司味ゼリー」などの

開発に成功しました。当研究所レストランで召し上がれます。罰ゲーム向けの激マズゼリーもあ

ります。

• 【 90.9%, 0.11, 採用】 満能駅から徒歩 5分、マンノミステリーカフェは名探偵気分でおいしい

コーヒーを味わえるカフェです。ミステリー小説ビブリオバトルなどお楽しみ企画も定期実施。

D.2.3 泊まる（泊まるところ・宿泊を伴うイベントの紹介）の文章

• 【100.0%, -0.93, 除外】ゲストハウス木星は格安の宿泊料金でみなさんをお待ちしております。掃

除や洗濯の業務手伝いで料金割引も実施。ここにしかないステキな出会いを！

• 【 90.9%, 0.40, 除外】 駅から遠いが値段は安い！ ビジネスホテル桑野は駅前商店街の端っこで

営業中。1.5kmにおよぶ商店街散策を楽しみながらお越しください。ご予約でさらにお安くなり

ます。

• 【100.0%, 0.28, 採用】 昨年惜しまれつつも廃駅となった旧片倉澤駅・駅舎がホテルに改装され

ました。旧駅舎の趣をそのままに、快適な滞在環境を完備しております。貸切限定で営業をおこ

なっております。

• 【100.0%, -0.19, 採用】 兼成荘は漫画家気分が味わえる旅館です。漫画家の仕事部屋を再現した

客室でゆっくりとご宿泊ください。モーニングコールでは編集担当者が原稿の催促をしてきます。

• 【100.0%, 0.98, 除外】諸君、休暇はブルック基地に滞在せよ！ ここは元トリテリア国軍軍曹ジョ

ン・ブルック監修の宿泊施設だ！ 管理された運動・食事プログラムで作業合宿・勉強合宿に効果

的である！

• 【100.0%, 0.30, 除外】 「ラビリンス・トーキョー」は最新の体験型アクティビティホテルです。

おやすみ中に別の空間に強制移動され、その空間から脱出するゲームが始まります。

• 【100.0%, -0.76, 除外】 ドミトリー大崎ではお一人様からご家族までさまざまな方にぴったりの

宿泊プランをご用意しております。詳しくはホームページをご覧ください。
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•【 90.9%, -0.09, 採用】ノンリザーブ・サービスは新形態の宿泊サービスです。予約は地域とチェッ

クイン時刻を指定するだけで、宿泊先・お部屋はご宿泊当日にアプリから告知されます。

• 【 54.5%, 0.87, 除外】 8月 27日夜～28日朝にかけてイベント「のじゅくごっこ」が行われます。

駅や商店街を模した野外スタジオで野宿を疑似体験できるイベントです。貴重品も番号付き金庫

があるので安心です。

• 【100.0%, -0.67, 除外】ロボットホテルへようこそ！ 当ホテルはフロント受付からルームサービ

スまで基本的なサービスをすべてロボットが行います。非日常体験をお楽しみください！

• 【 90.9%, 0.21, 採用】そこでしかできない体験を提供するホテル・ジ　エクスペリエンスに新室

「機械室」が登場。壁中に取りつけられたボタンやレバーに触ると何かが起こります。

• 【 72.7%, 1.05, 除外】 日急トラベル主催「いなか留学」　今回の留学先は筒倉県神代群！ 伝統

漁法「しょっか漁」や地元料理たんつるなどを体験できる 1泊 2日のイベントです。限定 20名。

• 【 90.9%, 0.22, 採用】 昨年大好評だったイベント「本屋に泊まろう」今年も開催！ 前回よりも

消灯時間を 1時間遅くし、撮影スペースを拡大！ 8月 24日（金）21:00～翌 7:00、ハナマル書店

で開催。※寝袋をご持参ください。

• 【100.0%, 0.25, 採用】 江長山ペンションでは新サービスを続々展開中！ 注目は夜の強制消灯と

朝のラジオ体操！ ご希望の団体にはラジオ体操スタンプカードも配布！ 社員研修、サークル合

宿にもオススメ！

• 【100.0%, 0.59, 除外】アイドルがモーニングコール！？ 早川ホテルでは「アイドルフェス in早

川ドーム」の開催を記念して期間限定モーニングコールサービスを実施しております。詳細は早

川ホテルホームページをご確認ください。

• 【100.0%, -0.73, 除外】緑山ホテルへようこそ。素敵な料理と美しい景色があなたを癒します。晴

れた日は露天風呂から海を見ることもできます。貸切営業も実施しております。

• 【100.0%, -0.15, 採用】 日本なのにアメリカ！？ ホテル・ルイジアナは 1950年代のアメリカを

再現したホテルです。アメリカのオールディーズ音楽に包まれ、活気にあふれた夜をご堪能あれ。

• 【 90.9%, -0.22, 採用】 当ホテルは快適な眠りに特化しております。各種寝具メーカーと提携し、

枕などの寝具を自由にお選びいただけます。気に入った寝具があればこの場で購入できますので、

お気軽にお試しください。

• 【 81.8%, 0.57, 除外】情報化の時代に疲れた皆様へ。建法寺では定期的に宿泊イベントを実施し

ております。情報機器を手放し、説法・座禅・精進料理で心を癒しましょう。ご予約は建法寺ホー

ムページにて承っております。

• 【100.0%, -0.15, 採用】 ポル・シクリステは自転車を愛する方向けの宿泊施設です。自転車は客

室持ち込み可能。メンテナンス設備も多数取扱。日帰りでの利用も承っております。
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• 【100.0%, -0.38, 除外】迷宮村は宿泊と迷宮アクティビティがセットになった体験型ホテルです。

宿泊者だけが体験できる迷宮は超立体迷宮・ギミック迷宮・暗闇迷宮の 3種類。

• 【100.0%, 0.35, 除外】メディアで話題沸騰！ 沢岡ロッジの 18畳全面マットレス部屋は合宿に最

適！ 壁には折り畳み机もあるのでボードゲーム、パソコン作業もOK！ 5～18名での宿泊を承っ

ております。

• 【100.0%, 0.17, 採用】 人気アニメ「MEN100％」のコラボホテルがついに登場！ 男子力部部室

をモチーフにした客室や登場キャラの添い寝風ベッドでMEN100％の世界を体験しよう！

• 【 90.9%, 0.42, 除外】横島フェリーは夜行便を運行しております。格安の 2級寝台から豪華なス

イートルームまで用途に合わせて様々なお部屋を用意しております。快適な夜の海の旅をお楽し

みください。

• 【 90.9%, -0.06, 採用】当店では新たな客室スタービュースイートをご用意いたしました。晴れた

日には星空を眺めながら眠りにつけるロマンチックなお部屋です。ご利用日が雨の場合、素敵な

プレゼントをお渡しします。

• 【100.0%, -0.09, 採用】 沢野辺インは心のこもったおもてなしで安らぎのひとときをご提供しま

す。多種多様なお部屋をご用意しております。宿泊のご予約は電話、メール、ファックスで受け

付けております。

• 【 90.9%, -0.44, 除外】 終電を逃した皆様へ。わがダイアデムホテルは素泊まりプランを実施中

です。当駅西口出てすぐ、店先に青い旗が出ているときは空室がございます。どうぞご利用くだ

さい。

• 【 54.5%, 0.22, 除外】マットレスのマツウラ本社にてマットレス体験会を実施します。当社専門

家が選んだマットレスで一晩眠り、その快適さを実際に試せるイベントです。毎週金曜夜実施、参

加費 1万円。

• 【100.0%, -0.19, 採用】ホテルおおやぎは旅行クチコミサイトで 3年連続 1位を達成しました（市

内部門・年間総合評価）。上質なサービスと落ち着いた雰囲気のお部屋で充実した宿泊をお楽しみ

ください。

• 【 54.5%, 1.16, 除外】防災器具メーカーのフセ主催・防災体験宿泊会を開催。災害にあった状況

を想定し仮設テントで一夜を過ごす体験会です。防災の専門家が避難中に役立つアドバイスをし

ます。ご家族でもどうぞ！

• 【100.0%, -0.85, 除外】 町屋ほてるは町屋をリノベーションして作られた宿泊施設です。和の趣

を残しつつも斬新な内観をもつお宿です。バリアフリー化された棟もございます。いますぐお電

話を！

• 【100.0%, -0.10, 採用】 旅館宮富士は大手山のふもとにある小さな旅館です。大手山駅からの送

迎バスもご用意しております。大手山の自然に囲まれた快適なご滞在を。
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• 【 63.6%, 0.79, 除外】さとのやキャンプ場は駐車場およびキャンピングカー専用スペースもご用

意。キャンプ用品レンタルも充実。素敵なキャンプライフを！

• 【 60.0%, 0.48, 除外】スーパー銭湯のスパ・ヨシタニは 9月 1日から 24時間営業（月曜日除く）

となります！ 仮眠室も設置され、オールナイトパックも新登場。これからも町の癒し空間であり

つづけます。

• 【100.0%, 0.03, 採用】ゲストハウスさかいは国際交流をたいせつにするお宿です。館内は日・英・

中・韓・仏の 5カ国語対応（各言語スタッフは日替わりで配置します）。国内外の方問わずご来店

をお待ちしております。

• 【100.0%, 0.06, 採用】 アマダホテルグループ、各店舗にコンセプトルームを新設！ 各店に趣向

を凝らしたお部屋をご用意しました。当駅最寄りの永井店のコンセプトルームはボルダリングが

できます。

• 【 90.0%, 0.13, 採用】 民宿おやじやは家具職人の「おやじ」こと松野勝が真心こめて作った家具

で空間を彩ったこだわりの民宿です。「おかみさん」の松野みどりと 2人で一生懸命やっています。

• 【100.0%, -0.40, 除外】 リゾートピーコックは七元浜の自然と調和した素敵なリゾートホテルで

す。短期滞在にも長期滞在にも適したお部屋とプランをご用意しております。お問い合わせはお

電話でどうぞ。

• 【 70.0%, 0.74, 除外】スポーツジム北野主催「超爆睡ジム」、10月 7日（金）夜爆誕！ 矢月ホテ

ル全面協力のもと、1泊イベントが実現！ 専門家が快眠にピッタリのトレーニングを伝授！ 効果

は眠ればすぐわかる！

• 【100.0%, -0.58, 除外】 まるで秘密基地のようなカプセルホテル「Base!Base!Base!」にどうぞお

越しください。カプセルの奥には秘密の空間が！ 秘密空間はは書斎、メイク室、映画館など多種

多様です！

• 【 80.0%, 0.28, 採用】南陸電気鉄道といえば、ふかふかの座席。アノ座席で一晩過ごせるイベン

トがついに登場！「なんてつ寝台車？」は南陸電気鉄道十番町車庫で開催。ご予約は応募多数の

場合抽選となります。

• 【100.0%, 0.48, 除外】 禁断の夜をあなたに—-。旧・後門刑務所で宿泊イベントを不定期開催し

ます。施錠された独房で一夜を送るイベントです。空調設備はありません。健康に自信のある方

のみご参加ください。

• 【 90.0%, -0.15, 採用】 あなたも名探偵！？ ミステリーイベント「ミステリーホテル」が県初上

陸。夜の部→宿泊→朝の部の流れで行われる宿泊イベントです。館内で起きる事件の真相に君は

辿り着けるか！？

• 【 60.0%, -0.19, 除外】親子野営体験キャラバンを実施します。野営の基礎知識や必要な道具の講

習を受けたあと、実際に装備を持って山を登り、山中で 1泊する体験アクティビティです。
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• 【 90.9%, 0.86, 除外】 コンプロット航空の寝台便　関西～バローティ便の運行が決定しました。

ベッドのような客席で話題のコンプロット航空寝台機が日本にやってきます。最先端の空の眠り

の旅をお過ごしください。

• 【100.0%, -0.95, 除外】ペットと泊まれるホテル「Ｗｉｌｄ　Ｈｕｔ」グランドオープン。ペット

と過ごせる客室やドッグランなどを充実の設備をご用意しました（ドッグランは日帰り利用可）。

• 【100.0%, 0.38, 除外】夏休み特別企画　ホラーキャンプ開催決定。廃病院スタジオを貸し切って

行う宿泊イベントです。肝試しタイムもあります。眠れない夜をお過ごしください。※消灯時間

中はゆっくりお休みいただけます。

• 【 90.9%, 0.28, 採用】「おかしのいえ」は親子向けのホテルで、約二千冊の絵本を所蔵していま

す。懐かしの名作からお子様を寝かしつける絵本まで読み放題。お子様にも安心安全の設備を多

数ご用意しております。

• 【100.0%, -0.08, 採用】ホテル「ライク・ア・キャンプ」は全面人工芝・テント風ベッドなどまる

でキャンプ場のような内装のホテルです。明るさ・気温まで屋外を再現することも可能です。

• 【 90.9%, 0.69, 除外】 緑の丘フォレストインでは伊藤県知事就任を記念して、名前に「イトウ」

を含む宿泊者の方にタオルセットをプレゼント！ ※県知事非公認キャンペーンです。

• 【100.0%, 0.42, 除外】新サービス・サプライズモーニングコールが港前グランドホテルに導入さ

れました。アラーム音を頼りに目覚まし時計を探して止めるワクワクサービスです。朝の運動に

どうぞ。

• 【100.0%, -1.07, 除外】 旗井ホテルは山奥にある小さなホテルです。たいへん静かな場所なので

ゆっくりご宿泊が可能です。都会の騒がしさを忘れて旗井ホテルでのんびりしませんか。

• 【100.0%, 0.05, 採用】「思い出車庫」は日本全国の鉄道車両を客室にそれぞれ再現しだホテルで

す。人気は昨年引退した寝台車「ほうきぼし」の再現客室です。完全予約制です。

• 【 81.8%, -0.57, 除外】和の里は創業 150年の老舗旅館です。和の里名物の庭園は季節ごとに違っ

た表情を見せます。映画のロケ地として何度も利用された素敵な庭園をお楽しみください。
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付録 E 可読性評価で提示したコンテンツ（1

人分）

可読性の評価実験では、(i)本文描画面積、(ii)段組、(iii)言語間の余白、(iv)言語間

境界線、(v)字詰め、(vi)行間、(vii)ウェイト、(viii)日本語の位置の 8つのレイアウト

因子を変更し、表E.1、E.2に示す 72パターンのコンテンツをそれぞれ用意した。レイ

アウト因子は (i)本文描画面積、(ii)段組、(iii)言語間の余白、(iv)言語間境界線の 4因

子を「画面全体に関する因子」、(v)字詰め、(vi)行間、(vii)ウェイトの 3因子を「文字

に関する因子」に分類し、「画面全体に関する因子」と「文字に関する因子」のそれぞ

れにおいて総当たりで水準を組み合わせてコンテンツを制作した。画面全体に関する

因子を変更するときは字詰めは 0%、行間は 0%、ウェイトはRegularで固定した。文

字に関する因子を変更するとき、本文描画面積は中、1段組、言語間の余白は 100%、

言語間境界線はなしで固定した。また、どの文章をどのレイアウトに割り当てるかと

(viii)日本語の位置をどこにするかに関しては、それらの要素が結果に強く影響を及ぼ

さないよう参加者ごとに変更した。以下では、提示したコンテンツのうち実験参加者

1人分（72個）のコンテンツの例を示す。
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表 E.1: 可読性評価実験に用いたコンテンツのレイアウト因子（画面全体に関する因子）
レイアウト因子

本文描画面積 段組 言語間余白 言語間境界線
#1 中 1段組 なし あり
#2 中 1段組 なし なし
#3 中 1段組 100% あり
#4 中 1段組 100% なし
#5 中 1段組 200% あり
#6 中 1段組 200% なし
#7 小 1段組 なし あり
#8 小 1段組 なし なし
#9 小 1段組 100% あり
#10 小 1段組 100% なし
#11 小 1段組 200% あり
#12 小 1段組 200% なし
#13 大 1段組 なし あり
#14 大 1段組 なし なし
#15 大 1段組 100% あり
#16 大 1段組 100% なし
#17 大 1段組 200% あり
#18 大 1段組 200% なし
#19 中 2段組 なし あり
#20 中 2段組 なし なし
#21 中 2段組 100% あり
#22 中 2段組 100% なし
#23 中 2段組 200% あり
#24 中 2段組 200% なし
#25 小 2段組 なし あり
#26 小 2段組 なし なし
#27 小 2段組 100% あり
#28 小 2段組 100% なし
#29 小 2段組 200% あり
#30 小 2段組 200% なし
#31 大 2段組 なし あり
#32 大 2段組 なし なし
#33 大 2段組 100% あり
#34 大 2段組 100% なし
#35 大 2段組 200% あり
#36 大 2段組 200% なし
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表 E.2: 可読性評価実験に用いたコンテンツのレイアウト因子（文字に関する因子）
レイアウト因子

字詰め 行間 ウェイト
#37 -20% -30% Heavy
#38 -20% -30% Regular
#39 -20% -30% Bold
#40 -20% 0% Heavy
#41 -20% 0% Regular
#42 -20% 0% Bold
#43 -20% +50% Heavy
#44 -20% +50% Regular
#45 -20% +50% Bold
#46 -10% -30% Heavy
#47 -10% -30% Regular
#48 -10% -30% Bold
#49 -10% 0% Heavy
#50 -10% 0% Regular
#51 -10% 0% Bold
#52 -10% +50% Heavy
#53 -10% +50% Regular
#54 -10% +50% Bold
#55 0% -30% Heavy
#56 0% -30% Regular
#57 0% -30% Bold
#58 0% 0% Heavy
#59 0% 0% Regular
#60 0% 0% Bold
#61 0% +50% Heavy
#62 0% +50% Regular
#63 0% +50% Bold
#64 +10% -30% Heavy
#65 +10% -30% Regular
#66 +10% -30% Bold
#67 +10% 0% Heavy
#68 +10% 0% Regular
#69 +10% 0% Bold
#70 +10% +50% Heavy
#71 +10% +50% Regular
#72 +10% +50% Bold
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E.1 画面全体に関する因子を変更したコンテンツ

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

1 中 1段組 なし あり 0% 0% Regular 1 見る

図 E.1: #1のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

2 中 1段組 なし なし 0% 0% Regular 2 見る

図 E.2: #2のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

3 中 1段組 100% あり 0% 0% Regular 3 見る

図 E.3: #3のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

4 中 1段組 100% なし 0% 0% Regular 4 食べる

図 E.4: #4のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

5 中 1段組 200% あり 0% 0% Regular 1 食べる

図 E.5: #5のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

6 中 1段組 200% なし 0% 0% Regular 2 食べる

図 E.6: #6のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

7 小 1段組 なし あり 0% 0% Regular 3 食べる

図 E.7: #7のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

8 小 1段組 なし なし 0% 0% Regular 4 食べる

図 E.8: #8のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

9 小 1段組 100% あり 0% 0% Regular 1 泊まる

図 E.9: #9のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

10 小 1段組 100% なし 0% 0% Regular 2 泊まる

図 E.10: #10のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

11 小 1段組 200% あり 0% 0% Regular 3 泊まる

図 E.11: #11のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

12 小 1段組 200% なし 0% 0% Regular 4 泊まる

図 E.12: #12のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

13 大 1段組 なし あり 0% 0% Regular 1 見る

図 E.13: #13のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

14 大 1段組 なし なし 0% 0% Regular 3 見る

図 E.14: #14のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

15 大 1段組 100% あり 0% 0% Regular 4 見る

図 E.15: #15のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

16 大 1段組 100% なし 0% 0% Regular 1 見る

図 E.16: #16のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

17 大 1段組 200% あり 0% 0% Regular 2 見る

図 E.17: #17のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

18 大 1段組 200% なし 0% 0% Regular 3 見る

図 E.18: #18のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

19 中 2段組 なし あり 0% 0% Regular 4 見る

図 E.19: #19のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

20 中 2段組 なし なし 0% 0% Regular 1 見る

図 E.20: #20のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

21 中 2段組 100% あり 0% 0% Regular 2 食べる

図 E.21: #21のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

22 中 2段組 100% なし 0% 0% Regular 3 食べる

図 E.22: #22のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

23 中 2段組 200% あり 0% 0% Regular 4 食べる

図 E.23: #23のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

24 中 2段組 200% なし 0% 0% Regular 1 泊まる

図 E.24: #24のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

25 小 2段組 なし あり 0% 0% Regular 2 泊まる

図 E.25: #25のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

26 小 2段組 なし なし 0% 0% Regular 3 泊まる

図 E.26: #26のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

27 小 2段組 100% あり 0% 0% Regular 4 泊まる

図 E.27: #27のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

28 小 2段組 100% なし 0% 0% Regular 1 見る

図 E.28: #28のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

29 小 2段組 200% あり 0% 0% Regular 2 見る

図 E.29: #29のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

30 小 2段組 200% なし 0% 0% Regular 3 見る

図 E.30: #30のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

31 大 2段組 なし あり 0% 0% Regular 4 見る

図 E.31: #31のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

32 大 2段組 なし なし 0% 0% Regular 1 見る

図 E.32: #32のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

E–19



＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

33 大 2段組 100% あり 0% 0% Regular 2 見る

図 E.33: #33のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

34 大 2段組 100% なし 0% 0% Regular 3 食べる

図 E.34: #34のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

35 大 2段組 200% あり 0% 0% Regular 4 食べる

図 E.35: #35のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

36 大 2段組 200% なし 0% 0% Regular 1 食べる

図 E.36: #36のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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E.2 文字に関する因子を変更したコンテンツ

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

37 中 1段組 100% なし -20% -30% Heavy 1 見る

図 E.37: #37のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

38 中 1段組 100% なし -20% -30% Regular 2 見る

図 E.38: #38のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

39 中 1段組 100% なし -20% -30% Bold 3 見る

図 E.39: #39のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

40 中 1段組 100% なし -20% 0% Heavy 4 見る

図 E.40: #40のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

41 中 1段組 100% なし -20% 0% Regular 1 見る

図 E.41: #41のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置
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42 中 1段組 100% なし -20% 0% Bold 2 見る

図 E.42: #42のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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43 中 1段組 100% なし -20% +50% Heavy 3 見る

図 E.43: #43のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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44 中 1段組 100% なし -20% +50% Regular 4 食べる

図 E.44: #44のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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45 中 1段組 100% なし -20% +50% Bold 1 食べる

図 E.45: #45のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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46 中 1段組 100% なし -10% -30% Heavy 2 食べる

図 E.46: #46のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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47 中 1段組 100% なし -10% -30% Regular 3 食べる

図 E.47: #47のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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48 中 1段組 100% なし -10% -30% Bold 4 泊まる

図 E.48: #48のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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49 中 1段組 100% なし -10% 0% Heavy 1 泊まる

図 E.49: #49のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像

＃
本文

描画面積
段組

言語間の
余白

言語間
境界線

字詰め 行間 ウェイト
日本語の
位置

カテゴリ

50 中 1段組 100% なし -10% 0% Regular 2 泊まる

図 E.50: #50のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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51 中 1段組 100% なし -10% 0% Bold 3 泊まる

図 E.51: #51のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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52 中 1段組 100% なし -10% +50% Heavy 4 泊まる

図 E.52: #52のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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53 中 1段組 100% なし -10% +50% Regular 1 見る

図 E.53: #53のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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54 中 1段組 100% なし -10% +50% Bold 2 見る

図 E.54: #54のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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55 中 1段組 100% なし 0% -30% Heavy 3 見る

図 E.55: #55のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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56 中 1段組 100% なし 0% -30% Regular 4 見る

図 E.56: #56のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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57 中 1段組 100% なし 0% -30% Bold 1 見る

図 E.57: #57のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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58 中 1段組 100% なし 0% 0% Heavy 2 見る

図 E.58: #58のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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59 中 1段組 100% なし 0% 0% Regular 3 見る

図 E.59: #59のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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60 中 1段組 100% なし 0% 0% Bold 4 見る

図 E.60: #60のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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61 中 1段組 100% なし 0% +50% Heavy 1 食べる

図 E.61: #61のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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62 中 1段組 100% なし 0% +50% Regular 2 食べる

図 E.62: #62のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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63 中 1段組 100% なし 0% +50% Bold 3 食べる

図 E.63: #63のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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64 中 1段組 100% なし +10% -30% Heavy 4 食べる

図 E.64: #64のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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65 中 1段組 100% なし +10% -30% Regular 1 泊まる

図 E.65: #65のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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66 中 1段組 100% なし +10% -30% Bold 2 泊まる

図 E.66: #66のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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67 中 1段組 100% なし +10% 0% Heavy 3 泊まる

図 E.67: #67のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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68 中 1段組 100% なし +10% 0% Regular 4 泊まる

図 E.68: #68のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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69 中 1段組 100% なし +10% 0% Bold 1 見る

図 E.69: #69のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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70 中 1段組 100% なし +10% +50% Heavy 2 見る

図 E.70: #70のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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71 中 1段組 100% なし +10% +50% Regular 3 見る

図 E.71: #71のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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72 中 1段組 100% なし +10% +50% Bold 4 見る

図 E.72: #72のレイアウト因子の組み合わせとスライド画像
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